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このドキュメントでは、 Postgres Enterprise Manager （PEM）の概要を説明します。 Postgres Enterprise
Manager（PEM）は、PostgreSQLおよび EDB Advanced Serverデータベースサーバーの管理、モニタリン
グ、およびチューニングにおいて、データベース管理者、システム設計者、およびパフォーマンスアナリ
ストを支援するために設計されたエンタープライズ管理ツール。PEMは、ほんの一握りから数百台のサー
バーまで、単一のコンソールからどこでも管理およびモニタできるように設計されており、データベース
のあらゆる側面を完全かつリモートで制御できます。

PEMがサポートするプラットフォームとバージョンについては、edb_lk_asis_1を参照してください。

このドキュメントでは、PostgreSQLまたはEDB Postgres Advanced Serverデータベースを意味する* Postgres
*を使用しています。

概 要 registering_server pem_define_aws_instance_connection Managing_certificates Manag-
ing_configuration_settings Managing_pem_server Managing_pem_agent結論

</ div>
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第1章 PEM overview

PEMには、他の PostgreSQL管理ツールにはない多くの利点があります。

• 一括設計の管理-PEMはエンタープライズデータベース管理用に設計されており、地理的な境界を越
えてラージのサーバーの管理に取り組むように構築されています。グローバルダッシュボードでは、
すべてのサーバーのアップ/ダウン/パフォーマンスステータスを一目で把握できます。

• 分散アーキテクチャ-PEMは、オペレーティングシステムプラットフォームに関係なく、統計情報を
収集し、マシン上でリモートで操作を実行する能力を最大化する方法で設計されています。

• グラフィカル管理-データベース管理のすべての側面は、グラフィカルインタフェースを介して PEM
クライアントで実行できます。サーバーのスタートアップとシャットダウン、構成管理、ストレージ
とセキュリティ制御、オブジェクト作成、パフォーマンス管理などを単一のコンソールから処理でき
ます。

• 完全な SQLIDE -PEMには、アドホック SQLクエリ、ストアドプロシージャ/ファンクション開発、
およびグラフィカルデバッガを提供する堅牢な SQL統合開発環境（IDE）が含まれています。

• エンタープライズパフォーマンスモニタリング-PEMは、すべての管理対象データベースサーバーに
対してエンタープライズクラスのパフォーマンスモニタリングを提供します。軽量で効率的なエー
ジェントは、各データベースサーバーの動作のすべての側面と各マシンの基になるオペレーティング
システムをモニタし、詳細な統計情報をインタフェース内の簡単にナビゲートされるパフォーマンス
ページに返します。

• プロアクティブなアラート管理-PEMには、24時間監視されるキーメトリック（メモリ、ストレージ
など）ごとにパフォーマンスのしきい値を作成する機能が付属しています。しきい値違反があると、
問題の性質と、シチュエーションがサーバーの全体的なパフォーマンスを危険にさらさないようにす
るために必要なアクションを伝えるアラートが集中ダッシュボードに送信されます。

• 簡素化されたキャパシティプランニング-パフォーマンス関連のキー統計はすべて自動的に収集され、
指定された期間 PEMのリポジトリに保持されます。Capacity Managerユーティリティを使用すると、
さまざまな統計を選択し、時間の経過に伴う傾向分析を実行して、ピークロード期間、ストレージ消
費傾向などを把握できます。ツールの予測メカニズムにより、将来のリソース使用量を予測し、それ
に応じて計画/予算を立てることができます。

• 監査マネージャー -監査マネージャーは、 Advanced Serverインスタンスの監査ロギングを構成しま
す。データベースへの接続、データベースからの切断、データベースに対してデータベースされる
SQLステートメントなどのアクティビティをログに記録できます。その後、監査ログダッシュボー
ドを使用して、ログをフィルタリングおよびビューます。

• ログマネージャー-ログマネージャーウィザードは、中央のテーブルへの（オプショナルの）ログ収
集を使用してサーバーロギングパラメータを構成します。ウィザードを使用して、ログファイルの
ローテーション、ログの宛先、エラーメッセージの重大度などのロギング動作の設定を指定します。
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サーバーログダッシュボードを使用して、収集されたサーバーログエントリをフィルタリングおよび
確認します。

• SQLワークロードプロファイリング-PEMには、1つ以上のサーバーに対して実行される SQLステー
トメントをトレースできる SQLプロファイリングユーティリティが含まれています。SQLプロファ
イリングは、アドホックまたはスケジュールされた方法で実行できます。キャプチャーされた SQL
ステートメントはフィルターに掛けられるため、実行が不十分な SQLステートメントを簡単に識別
して調整できます。SQLステートメントを Advanced Serverの Index Advisorに入力して、各ステー
トメントを分析し、パフォーマンスを向上させるヘルプに作成する必要がある新しいインデックスに
関する推奨事項を作成することもできます。

• エキスパートデータベース分析 -PEMには Postgres Expertユーティリティが含まれています。 Postgres
Expertは、ベストプラクティスの実施目的で選択されたデータベースを分析します。一般的な構成、
セキュリティのセットアップなどの領域が調べられます。推奨されるベストプラクティスからの逸
脱は、特定の各問題の説明と、物事を正しくするために何をすべきかについてのエキスパートのヘル
プとともに報告されます。

• ストリーミングレプリケーションの監視-ストリーミングレプリケーションダッシュボードをモニタ
するか、PEMクライアントのオプションを使用して、レプリカノードをプライマリノードにプロモー
トさせることができます。

• セキュアクライアント接続-PEMは、暗号化された SSHトンネルを介したセキュアクライアント接
続をサポートします。フル機能の PEMクライアントには、安全な接続のための接続情報を提供でき
る SSHトンネル定義ダイアログが含まれています。

• ワイドプラットフォームサポート-PEMは、ほとんどのメジャーLinuxおよびWindowsプラットフォー
ムをサポートしています。

pem_architecture installed_pem_overview using_pem_web_interface

</ div>

1.1 PEM architecture

Postgres Enterprise Manager（PEM）は、単一の GUIインタフェースを介してマルチプルの Postgresサー
バーをモニタおよび管理するために設計されたツール。PEMは、インフラストラクチャの次の領域をモニ
タリングできます。

注釈: 用語 Postgresは、 PostgreSQLまたは EDB Postgres Advanced Serverまたは EDB Postgres Extended
のいずれかを指します。

• ホスト-1つまたは複数のサーバー（物理的または仮想）およびそれらのオペレーティングシステム。

• サーバー -ホストで実行されている PostgreSQL または EDB Postgres Advanced Server または EDB
Postgres Extended（旧称 2ndQPostgres）の 1つ以上のインスタンス。

• データベース-1つまたは複数のデータベースと、その中のスキーマオブジェクト（テーブル、イン
デックスなど）。

4 第 1章 PEM overview
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PEMは、多数の個々のソフトウェアコンポーネントで構成されています。個々のコンポーネントについて
以下に説明します。

• PEMサーバー-PEMサーバーは、データをモニタリングするためのデータリポジトリとして、およ
びエージェントとクライアントの両方が接続するサーバーとして使用されます。PEMサーバーは、
PostgreSQLのインスタンスと、モニタリングデータをストレージするための関連データベース、お
よびWebサービスを提供するサーバーで構成されます。

• PEMエージェント-PEMエージェントは、タスクの実行と、エージェントホストおよび監視対象の
Postgresインスタンスから PEMサーバーへの統計のレポートを担当します。単一の PEMエージェ
ントは、1つ以上のホストに存在する Postgresのマルチプルのインストール済みインスタンスをモニ
タできます。

• PEMWebクライアント -PEM Webインタフェースにより、Postgresサーバーを管理およびモニタし、
PEM拡張機能を利用できます。Webインタフェースソフトウェアは PEMサーバーとともにインス
トールされ、サポートされているWebブラウザーを介してアクセスされます。

• SQLProfiler - SQL Profilerは、PEMの SQL Profilerツールで分析されるモニタリングデータとクエ
リープランをレコードする Postgresサーバープラグインです。これは PEMのオプショナルコンポー
ネントですが、SQLプロファイラーツールを使用する Postgresの各インスタンスにプラグインをイン
ストールする必要があります。SQLプロファイラーは、PostgreSQLサーバーまたはAdvanced Server
（PEMサーバーで管理されているものだけでなく）の EDBディストリビューションのサポートされて
いるバージョンで使用できます。詳細およびサポートされているバージョンについては、edb_lk_asis_1
を参照してください。

PEMアーキテクチャ

次のアーキテクチャ図は、PEMサーバー、クライアント、管理対象および非管理対象の Postgresサーバー
間の関係を示しています。

1.1.1 PEMサーバー

PEMサーバーは、Postgresのインスタンス、クライアントにWebサービスを提供する Apache Webサー
バーのインスタンス、および PEMエージェントで構成されます。PEMは、サーバサイドの暗号化プラグ
インを使用して認証証明書を生成します。

Postgres（データベースサーバ）のインスタンスと Apache Webサーバー（HTTPD）のインスタンスは、同
じホスト上にある場合も、別々のホスト上にある場合もあります。

• Postgresインスタンス（データベースサーバー）-これはバックエンドデータベースサーバです。PEM
サーバーのリポジトリとして機能する pem 名前付けのデータベースをホストします。 pem データ
ベースには、監視対象の各ホスト、サーバー、およびデータベースから収集されたメトリックデータ
を格納するいくつかのスキーマが含まれています。

• pem -このスキーマは、PEMアプリケーションのコアです。アプリケーションに必要な構成関数、テー
ブル、またはビューの定義が含まれています。

• pemdata -このスキーマには、監視対象データの現在の snapshotが格納されます。

• pemhistory -このスキーマには、監視対象の履歴データが格納されます。

1.1. PEM architecture 5
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図 1: PEM Architecture

• ApacheWebServer（httpd） -PEM Webアプリケーションは、HTTPDを使用してWSGIアプリケー
ションとしてデプロイされ、クライアントにWebサービスを提供します。次のもので構成されます。

• Webコンテンツプレゼンテーション-プレゼンテーションレイヤーはWebアプリケーションによっ
て作成されます（例、ブラウザ、ログインページ、..）。

• RESTAPI -REST APIを使用すると、他のアプリやサービスと統合できます。

• データベースサーバーの管理/管理-データベースサーバーの管理と、CREATE、ALTER、DROPなど
の管理アクティビティは、管理対象サーバーおよび非管理対象サーバーに対して実行できます。

• ダッシュボード/チャート生成-内部的に、Webアプリケーションにはダッシュボードとチャートを生
成する機能が含まれています。

• 管理ツール -Audit Manager、Capacity Manager、Log Manager、Postgres Expert、Postgres Log Analysis
Expert、Tuning WizardがWebアプリケーションで利用可能になりました。-その他のツールは、管理
対象サーバーまたは非管理対象サーバーで機能を提供します。

• SQLProfilerUIの統合 - SQL Profilerは、簡単に分析されたセッションコンテンツのトレースを生成
します。

• クエリエディタ/データビュー-クエリエディタを使用すると、データをクエリー、編集、およびビュー
ます。

• デバッガ -デバッガはクエリのデバッグに役立ちます。

• パフォーマンス診断 -パフォーマンス診断は、Advanced Serverのパフォーマンス分析に役立ちます。

PEMバックエンドデータベースの稼動インスタンスをホストするには、専用のマシンを使用することをお

6 第 1章 PEM overview
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図 2: PEM Server

1.1. PEM architecture 7
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勧めします。ホストは、監視されているデータベースサーバーの数とサーバーが処理しているワークロー
ドに応じて、高レベルのデータスループットの影響をサブジェクト場合があります。

1.1.2 PEMエージェント

図 3: PEM Agent

PEMエージェントは、マシンとオペレーティングシステム、およびバインドされている各 Postgresインス
タンスからのモニタリングデータの収集を担当します。各 PEMエージェントは、1台の物理的マシンまた
は仮想マシンをモニタでき、マルチプルのデータベースサーバーをローカル（同じシステムにインストー
ル、またはリモートにインストール）にモニタリングできます。また、ユーザがスケジュールする他のタ
スク（サーバーのシャットダウン、SQLプロファイラーのトレース、ユーザー定義のジョブ例）の実行も
担当します。

PEMエージェントは、PEMサーバーのインストールとともに PEMサーバーにデフォルトでインストー
ルされます。通常、PEMホスト上の PEMエージェントと呼ばれます。別に、PEMを使用して監視する
Postgresインスタンスをホスティングする他のサーバーに PEMエージェントをインストールすることもで
きます。

ローカルでモニタリングかリモートで監視するかにかかわらず、PEMエージェントは、SSL証明書ベー
スの認証を使用して、PostgreSQLの libpqを使用して PEMサーバーに接続します。Windowsの PEMエー
ジェントインストーラと Linuxの pemworker CLIは、各エージェントを PEMサーバーに登録し、必要な
証明書を生成およびインストールします。

ノートエージェントと PEMサーバーの間には一方向のトラフィックしかありません。PEMエージェント
は常に PEMサーバーに接続します。

PEMエージェントは、監視する各データベースサーバに接続できる必要があります。この接続は TCP / IP
接続（またはオプションで Unixホストの Unixドメインソケット）を介して行われ、オプションで SSLを
使用できます。ユーザは、監視対象サーバーへの接続と認証を構成する必要があります。

構成が完了すると、各エージェントは、ホストと、監視対象の各データベースサーバとデータベースに関
する統計情報やその他の情報を収集します。各情報はメトリックと呼ばれ、プローブによって収集されま
す。ほとんどのプローブは、効率のために一度にマルチプルのメトリックを収集します。収集されるメト
リックの例は次のとおりです。

8 第 1章 PEM overview
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-ディスク I / O統計 -ネットワーク統計 -データベースサーババージョン文字列-データベースサーバー構成
オプション（GUC）値 -テーブルアクセス統計-テーブルとインデックスのサイズ

PEMプローブのリストは edb_lk_asis_2にあります。

デフォルトでは、データベースサーバにバインドされた PEMエージェントはOS /データベースモニタリン
グ統計を収集し、その特定のデータベースサーバのスケジュールされたタスク/ジョブを実行し、PEMサー
バーの pemデータベースにデータを保存します。

アラート処理、SNMP / SMTPスプーラー、および Nagiosスプーラーデータは、PEMサーバー上の pem
データベースに格納され、デフォルトで PEMホスト上の PEMエージェントによって処理されます。た
だし、PEMエージェントの SNMP / SMTPおよび Nagiosパラメーターを調整することにより、他の PEM
エージェントによる処理を有効にできます。

これらのパラメーターの詳細については、edb_lk_asis_3を参照してください。

1.1.3 PEM Webクライアント

PEMクライアントは、サポートされているブラウザーで実行されるWebベースのアプリケーションです。
クライアントのWebインタフェースは PEMサーバーに接続し、管理対象サーバーまたは管理対象外サー
バー、およびそれらに存在するデータベースとスキーマを直接管理できます。

クライアントでは、ダッシュボード、 Postgres Log Analysis Expert、Capacity Managerなどの機能を介して
サーバーに記録されたデータを利用する PEM機能を使用できます。

1.1.4 SQLプロファイラープラグイン

すべてのサーバーに SQLプロファイラープラグインをインストールする必要はありませんが、SQLプロ
ファイラーを使用する各サーバーにプラグインをインストールして構成する必要があります。監視されて
いない開発サーバーに SQLプロファイラーをインストールして構成することもできます。アドホック使用
の場合も、SQL Profilerプラグインを一時的にインストールできます。

プラグインはEDB Postgres Advanced Serverディストリビューションとともにインストールされますが、Post-
greSQLで使用するには別途インストールする必要があります。 SQL Profilerインストーラは edb_lk_asis_4
から入手できます。

SQL Profilerは、PEMで管理されていないサーバーで使用できますが、スケジュールされたトレースを実
行するには、サーバーにプラグインをインストールし、インストールおよび構成済みの PEMエージェント
で管理する必要があります。

SQLプロファイラーの使用の詳細については、edb_lk_asis_5を参照してください。

1.1. PEM architecture 9
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1.2 Installing PEM - overview

PEMのインストールの詳細な手順については、以下を参照してください。

-edb_lk_asis_1 -edb_lk_asis_2

PEMインストールプロセスに含まれる基本的な手順は次のとおりです。

1. PEMサーバーコンポーネントをインストールします。PEMサーバソフトウェアとバックエンドデー
タベース（pem名前付け）は、サポートする httpdサーバーと同じホストに存在する場合も、別のホス
トに存在する場合もあります。PEMサーバーインストーラは、PEMサーバーのホストに PEMエー
ジェントと PEM Webクライアントをインストールします。

2. PEMで管理する追加の物理的マシンまたは仮想マシンをそれぞれ登録します。便宜上、PEMはリ
モートモニタリングをサポートしています（監視するサーバーと同じホストにエージェントを配置す
る必要はありません）。リモートエージェントは、監視対象サーバーから利用可能なすべての情報を
取得できないことにノートしてください。各サーバホストにエージェントをインストールできます。

3. SQLプロファイラコンポーネントを、SQLキャプチャおよび分析を実行する各 Postgresインスタン
スにインストールします。SQL Profilerインストーラは、Postgresのインストール場所のプロンプト
を求め、必要なソフトウェアをそのディレクトリに配置します。SQL ProfilerプラグインはAdvanced
Serverインスタンスに既にインストールされており、プロファイリングを有効にするための設定のみ
が必要です。

1.3 Using the PEM web interface

PEM Webインタフェースは、PEMサーバーとともにインストールされます。サーバーのインストールが
完了したら、次の場所に移動して、選択したブラウザーで PEMインタフェースを開くことができます。

https://<ip_address_of_PEM_host>:8443/pem

ip_address_of_PEM_host は、PEMサーバーのホストの IPアドレスを指定します。 Postgres Enterprise
Managerログインウィンドウが開きます。

図 4: The PEM Login
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Postgres Enterprise Manager Loginウィンドウのフィールドを使用して、PEMサーバーで自分自身
を認証します。

• Usernameフィールドに pemデータベースユーザの名前を入力します。最初に接続するユーザの場
合、これは PEMサーバーのインストール時に指定された名前になります。

-ユーザに関連付けられたパスワードを Passwordフィールドに入力します。

資格情報を入力したら、 Loginをクリックして PEMに接続します。

PEM Webインタフェースが開き、 Global Overviewダッシュボードが表示されます。

図 5: The Global Overview

1.3. Using the PEM web interface 11
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Browserペインには、各サーバーにあるデータベースオブジェクトに関する情報へのアクセスを提供する
ツリーコントロールが表示されます。ツリーコントロールが展開され、PEMサーバーによって監視されて
いるサーバーとオブジェクトの階層ビューが表示されます。

1.3.1 PEMメニューバー

PEMメニューバーを使用すると、データベースサーバーとそれらのサーバーにあるオブジェクトを管理す
るために使用できるコマンドと機能にアクセスできます。オプションが無効になっている場合：

-現在接続しているデータベースサーバは、選択した機能をサポートしていない可能性があります。

-選択されたメニューオプションは、現在のオブジェクトに対して有効でない場合があります（デザイン）。

-サーバーへの接続に使用したロールには、選択したオブジェクトを変更するための十分な権限がない可能
性があります。

PEM Webインタフェースの上部にあるコンテキスト依存メニューにより、環境をカスタマイズし、PEM
のエンタープライズ管理機能へのアクセスを提供できます。

[ファイル]メニュー

図 6: The File Menu

Fileメニューを使用して、次のオプションにアクセスします。

Menu Option Action
Preferences クリックして [設定]ダイアログを開き、PEMクライアント設定をカスタマイ

ズします。
Lock Layout クリックしてサブメニューを開き、UIレイアウトをロックするレベルを選択

します。
Server Configuration [サーバー構成]ダイアログをクリックして開き、PEMサーバーの構成設定を

更新します。
Reset Layout ワークスペースパネルが誤ってまたは意図的にポップアウトされた場合、[レ

イアウトのリセット]を使用してデフォルトにリセットできます。

12 第 1章 PEM overview
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オブジェクトメニュー

図 7: The Object Menu

Objectメニューは状況依存です。 Objectメニューを使用して、次のオプションにアクセスします。

Menu Option Action
Create `Create`をクリックして、コンテキスト依存の選択を提供するコンテキストメ

ニューにアクセスします。
Refresh... クリックすると、現在選択されているオブジェクトがリフレッシュされます。
Delete/Drop クリックすると、現在選択されているオブジェクトがサーバーから削除され

ます。
Connect Server [サーバーに接続]ダイアログをクリックして開き、サーバーとの接続を確立

します。
CREATE Script クリックしてクエリツールを開き、選択したスクリプトを編集またはビュー

します。
Disconnect Server クリックすると、現在選択されているオブジェクトがリフレッシュされます。
BART クリックすると、BART設定の削除、BARTバックアップの取得、またはBART

設定の再検証のオプションを提供するコンテキストメニューにアクセスでき
ます。

Clear Saved Password データベースサーバのパスワードを保存した場合は、クリックして保存した
パスワードをクリアします。パスワードが保存された後にのみ有効になりま
す。

Clear SSH Tunnel Pass-
word

sshトンネルパスワードを保存した場合は、クリックして保存したパスワード
をクリアします。パスワードが保存された後にのみ有効になります。

Drop Cascade クリックすると、現在選択されているオブジェクトとすべての依存オブジェ
クトがサーバーから削除されます。

Hide クリックすると、現在選択されているグループが非表示になります。非表示
のグループをビューするには、環境設定の「非表示のグループを表示」オプ
ションを有効にします。

Properties... クリックして、現在選択されているオブジェクトのプロパティを確認または
変更します。

Trigger(s) 現在選択されているテーブルの `Disable`または `Enable`トリガーをクリック
します。

Truncate クリックして、テーブルからすべての行を削除する（切り捨て）、またはテー
ブルとその子テーブルからすべての行を削除する（カスケードを切り捨て）。

次のページに続く
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表 2 –前のページからの続き
Menu Option Action
View Data クリックして、データを表示するためのいくつかのオプションを提供するコ

ンテキストメニューにアクセスします。

管理メニュー

図 8: The Management Menu

Managementメニューを使用して、次の PEM機能にアクセスします。

Menu Option Action
Audit Manager... クリックして監査マネージャーを開き、監視対象サーバーで監査を構成しま

す。
Auto Discovery... クリックして自動検出ダイアログを開き、PEMエージェントに監視対象の

データベースサーバーを見つけてバインドするよう指示します。
Capacity Manager... クリックして Capacity Managerダイアログを開き、履歴またはプロジェクト

の将来のリソース使用を分析します。
Log Manager... クリックして [ログマネージャー]ダイアログを開き、サーバーのログ収集を

構成します。
Manage Alerts... クリックして [アラートの管理]タブにアクセスし、アラートの動作を作成ま

たは変更します。
Manage Charts... クリックして [チャートの管理]タブを開き、PEMチャートを作成または変更

します。
Manage Dashboards... クリックして、ダッシュボードの管理ダイアログを開き、VACUUM、ANA-

LYZE、REINDEX、または CLUSTERを実行します。
Manage Probes... クリックして、プローブの管理ダイアログを開き、VACUUM、 ANALYZE、

REINDEX、または CLUSTERを実行します。
Postgres Expert... クリックして Postgres Expertウィザードを開き、サーバーとデータベースの

静的分析を実行します。
Postgres Log Analysis
Expert...

クリックして Postgres Log Analysis Expertダイアログにアクセスし、使用傾
向のログファイルの内容を分析します。

Scheduled Tasks [スケジュールされたタスク]タブをクリックして開き、保留中または最近完
了したタスクを確認します。

次のページに続く
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表 3 –前のページからの続き
Menu Option Action
Tuning Wizard... クリックして [チューニングウィザード]ダイアログを開き、サーバーの一連

のチューニング推奨事項を生成します。
Reports クリックしてレポートダイアログを開き、サーバーのシステム構成レポート

とコア使用率レポートを生成します。

ダッシュボードメニュー

図 9: The Dashboards menu

状況依存の Dashboardsメニューを使用して、ダッシュボードにアクセスします。

Option Action
Alerts クリックして、選択したノードのアラートダッシュボードを開きます。
Audit Log クリックして、選択したノードの監査ログ分析ダッシュボードを開きます。
BDR Admin クリックして、選択したノードの BDR管理ダッシュボードを開きます。
BDR Group Monitoring クリックして、選択したノードの BDRグループ監視ダッシュボードを開き

ます。
BDR Node Monitoring クリックして、選択したノードの BDRノード監視ダッシュボードを開きま

す。
Database Server クリックして、選択したノードのデータベース分析ダッシュボードを開きま

す。
I/O Analysis クリックして、選択したノードの I / O分析ダッシュボードを開きます。
Memory クリックして、選択したノードのメモリ分析ダッシュボードを開きます。
Object Activity クリックして、選択したノードのオブジェクトアクティビティ分析ダッシュ

ボードを開きます。
Operating System クリックして、選択したノードのオペレーティングシステム分析ダッシュボー

ドを開きます。
Probe Log クリックして、選択したノードのプローブログ分析ダッシュボードを開きま

す。
Server Log クリックして、選択したノードのサーバーログ分析ダッシュボードを開きま

す。
Session Activity クリックして、選択したノードのセッションアクティビティ分析ダッシュボー

ドを開きます。
次のページに続く
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表 4 –前のページからの続き
Option Action
Storage クリックして、選択したノードのストレージ分析ダッシュボードを開きます。
Streaming Replication クリックして、選択したノードのストリーミングレプリケーション分析ダッ

シュボードを開きます。
System Wait クリックして、選択したノードのシステム待機分析ダッシュボードを開きま

す。

[ツール]メニュー

Toolsメニューのオプションを使用して、次の機能にアクセスします。

Option Action
Schema Diff クリックして [スキーマの差分]ダイアログを開き、2つのデータベーススキー

マ間でスキーマオブジェクトを比較します。
Search objects データベース内のデータベースデータベースオブジェクトを検索するには、

[オブジェクトの検索]ダイアログをクリックして開きます。
Server クリックして、名前付き復元ポイントの追加、パフォーマンス診断、キュー

サーバーの起動、キューサーバーのシャットダウン、クラスタープライマリ
の交換、スイッチオーバー EFMクラスター、 SQLプロファイラーなどのさ
まざまなサーバー関連ツールにアクセスします。

Query Tool クリックすると、現在選択されているオブジェクトのクエリツールが開きま
す。

Reload Configuration サーバーを再起動せずに構成ファイルを更新する場合にクリックします。
Pause replay of WAL クリックして、WALログのリプレイを一時停止します。
Resume replay of WAL クリックして、WALログのリプレイを再開します。
Import/Export... クリックして [データのインポート/エクスポート]ダイアログを開き、テーブ

ルからデータをインポートまたはエクスポートします。
Maintenance... VACUUM、ANALYZE、REINDEX、または CLUSTERの [メンテナンス... ]

ダイアログをクリックして開きます。
Backup... クリックして [バックアップ... ]ダイアログを開き、データベースオブジェク

トをバックアップします。
Backup Globals... クリックして [グローバルのバックアップ... ]ダイアログを開き、クラスター

オブジェクトをバックアップします。
Backup Server... [サーバーのバックアップ... ]ダイアログをクリックして、サーバーをバック

アップします。
Restore... クリックして [復元]ダイアログにアクセスし、バックアップからデータベー

スファイルを復元します。
Grant Wizard... クリックして、Grant Wizardツールにアクセスします。
Schedule Backup クリックすると、BARTバックアップの [バックアップのスケジュール]ダイ

アログにアクセスできます。
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図 10: The Tools menu

ヘルプメニュー

図 11: The Help menu

Helpメニューのオプションを使用して、オンラインヘルプドキュメントにアクセスするか、PEMインス
トールに関する情報を確認します。

Option Action
Online Help クリックして Postgres Enterprise Managerの文書を開きます。
REST API Reference クリックして REST APIリファレンスを開きます。
EDB Website ブラウザウィンドウで EDBウェブサイトをクリックして開きます。
About Postgres Enter-
prise Manager

クリックして、Postgres Enterprise Managerのバージョン情報とユーザ情報を
見つけます。

1.3. Using the PEM web interface 17
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1.3.2 チャート、グラフ、テーブルの制御とカスタマイズ

ダッシュボードの各グラフィックの右上隅にあるアイコンを使用して、現在のユーザセッション用に PEM
クライアントに表示されるチャート、グラフ、および表を制御およびカスタマイズします。

図 12: The PEM Client chart control icons

次の表に、アイコンに関する情報を示します。

Icons Information
![icon6](../../images/lginformation.png)View information about the chart, graph, or table.
![icon1](../../images/lgrefresh.png)Refresh the content of a chart, graph or table.
![icon3](../../images/lgpersonalize.png)Personalize the chart, graph, or table settings for the current user.
![icon4](../../images/lgdownload.png)Download an image of the chart or graph.
![icon5](../../images/lginformation.png)View the legends that are used in the chart, graph, or table.
![icon2](../../images/lgfullscreen.png)Expand the chart or graph to full-screen.

PEMダッシュボードに表示されるグラフィックのカスタマイズの詳細については、PEMクライアントの
オンラインヘルプを参照してください。

1.3.3 オンラインヘルプと文書

PEMには、ツールの使用を支援するビルトインヘルプが含まれています。PEMのオンラインヘルプにア
クセスするには、 Helpメニューの Helpオプションから Online Helpを選択します。

Helpメニューから EDBウェブサイトにすばやくアクセスすることもできます。
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図 13: The PEM online help
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第2章 Registering a server

PEMでサーバーを管理またはモニタする前に、サーバーを PEMに登録し、エージェントをバインドする
必要があります。サーバーはリモートエージェント（別のホストに常駐するエージェント）にバインドで
きますが、エージェントが同じホストに常駐していない場合、インスタンスに関するすべての統計情報に
アクセスできません。

2.1 サーバーを手動で登録する
PEMでサーバーを管理またはモニタするには、次のことを行う必要があります。

Advanced Serverまたは PostgreSQLサーバーを PEMサーバーに登録します。-サーバーを PEMエージェン
トにバインドします。

Create - Serverダイアログを使用して、サーバーの登録情報を提供し、PEMエージェントをバインド
し、PEMクライアントツリーコントロールにサーバーを表示できます。Create - Serverダイアログを
開くには、 Objectメニュー（またはサーバーグループのコンテキストメニュー）の Createオプションを
ナビゲートし、 Server…を選択します。

図 1: Accessing the Create – Server dialog

注釈: 接続しようとする前に、登録している Postgresサーバーの `pg_hba.conf`ファイルが PEMクライア
ントのホストからの接続を許可していることを保証する必要があります。

Generalタブのフィールドを使用して、サーバーの一般的なプロパティを説明します。

ユーザフレンドリフィールドを使用して、サーバーのわかりやすい名前を指定します。指定された名前は、
PEM Browserツリーコントロールでサーバーを識別します。-グループを使用して、ツリーコントロール
でサーバーとエージェントを整理できます。グループを使用すると、ラージのサーバーをより簡単に管理
できヘルプ。例、稼動グループ、テストグループ、または LAN固有のグループが必要な場合があります。
Groupドロップダウンリストボックスを使用して、新しいサーバーが表示されるサーバーグループを選択
します。- Teamフィールドを使用して、Postgresロール名前を指定します。このロールのメンバーである
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図 2: The General tab of the Create – Server dialog

サーバーを最初に作成したか、PEMサーバーでスーパーユーザ権限を持つ PEMユーザーのみが、PEMに
ログオンしたときにこのサーバーを表示します。このフィールドを空白のままにすると、すべての PEM
ユーザーにサーバーが表示されます。- Background カラーセレクターを使用して、サーバーに保存され
ているデータベースオブジェクトの背後にある PEMツリーコントロールに表示される色を選択します。-
Foregroundカラーセレクターを使用して、サーバーに保存されているオブジェクトの PEMツリーコント
ロールのラベルのフォントの色を選択します。-[ Connect now? ]の横にあるチェックボックスをオンにし
て、[保存]ボタンをクリックしたときにサーバー接続を試行するように PEMに指示します。PEMクライ
アントが、後の接続試行まで指定された接続パラメーターを検証しないようにする場合は、Connect now?
をオフのままにします。 - Commentsフィールドにサーバーに関するメモを入力します。

Connection tabのフィールドを使用して、サーバーの接続の詳細を指定します。

• Host name/addressフィールドにサーバホストの IPアドレス、または完全修飾ドメイン名前を指定し
ます。Unixベースのシステムでは、アドレスフィールドはローカルマシンでデフォルトの PostgreSQL
Unixドメインソケットを使用するために空白のままにするか、PostgreSQLソケットを含む代替パス
に設定できます。パスを入力する場合、パスは「/」で始まる必要があります。

• Portフィールドにホストのポート番号を指定します。

• Maintenance databaseフィールドを使用して、PEMが接続する初期データベースの名前を指定し
ます。これには、インストールされた pgAgentスキーマと adminpackオブジェクトが含まれます（両
方ともオプショナル）。 PostgreSQL 8.1以降では、メンテナンス DBは通常 postgresと呼ばれます。
以前のバージョンでは template1がよく使用されますが、postgresデータベースを作成してテンプ
レートデータベースが乱雑にならないようにすることをお勧めします。-監視対象サーバーにKerberos
認証を使用するには、Kerberos Authenticationを Yesに設定します。デフォルトでは、監視対象
サーバーは PEMサーバーと同じ認証メソッドを使用します。監視対象サーバーがKerberos認証を使
用しない場合は、config_local.pyファイルで ALLOW_DATABASE_CONNECTION_WITHOUT_KERBEROS
を TRUEに設定する必要があります。

• Usernameフィールドに、サーバーで認証するときに使用される名前を指定します。
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図 3: The Connection tab of the Create – Server dialog

• Passwordフィールドに、指定したユーザに関連付けられたパスワードを入力します。

• Save password?の横のボックスをオンにして、後で再利用できるように PEMバックエンドデータ
ベースに暗号化フォーマットでパスワードを保存するように PEMに指示します。各パスワードは
ユーザごと、サーバーごとに保存され、他のチームメンバーと共有されることはありません。PEM
は保存されたパスワードを使用して、次回データベースサーバに接続します。保存したパスワードを
削除するには、まずデータベースサーバを切断し、次に Object/Contextメニューの Clear Saved
Passwordメニューアイテムを使用します。

• Roleフィールドを使用して、サーバーへの接続後にクライアントが使用する特権が割り当てられて
いるロールの名前を指定します。これにより、1つのロールとして接続し、接続が確立されたときに
別のロール（このフィールドで指定したもの）の許可を引き受けることができます。接続するロール
は、指定されたロールのメンバでなければなりません。

SSLタブのフィールドを使用して、SSLを構成します。

• SSL modeフィールドのドロップダウンリストボックスを使用して、サーバーが使用する SSL接続
のタイプを選択します。SSL暗号化の使用の詳細については、次の PostgreSQL文書を参照してくだ
さい。

< https://www.postgresql.org/docs/current/静的/libpq-ssl.html >

プラットフォーム固有のファイルマネージャダイアログを使用して、SSL暗号化をサポートするファイル
をサーバーにアップロードできます。ファイルマネージャにアクセスするには、次の各フィールドの右側
にあるアイコンをクリックします。

• Client certificateフィールドを使用して、クライアント SSL証明書を含むファイルを指定しま
す。このファイルは、PEMがデスクトップモードでインストールされている場合はデフォルトの~/
.postgresql/postgresql.crtファイルを置き換え、PEMがWebモードでインストールされてい
る場合は<STORAGE_DIR>/<USERNAME>/.postgresql/postgresql.crt を置き換えます。SSL接続
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図 4: The SSL tab of the Create – Server dialog

が確立されない場合、このパラメータは無視されます。

• Client certificateキーフィールドを使用して、クライアント証明書に使用される秘密キーを含
むファイルを指定します。PEMがデスクトップモードでインストールされている場合、このファイ
ルはデフォルトの~/.postgresql/postgresql.keyを置き換え、PEMがWebモードでインストー
ルされている場合は<STORAGE_DIR>/<USERNAME>/.postgresql/postgresql.keyを置き換えます。
SSL接続が確立されない場合、このパラメータは無視されます。

• Root certificateフィールドを使用して、SSL認証権限を含むファイルを指定します。このファイ
ルは、デフォルトの~/.postgresql/root.crtファイルを置き換えます。SSL接続が確立されない
場合、このパラメータは無視されます。

• Certificate revocation listフィールドを使用して、SSL証明書失効リストを含むファイルを
指定します。このリストは、~/.postgresql/root.crlにあるデフォルトのリストを置き換えます。
SSL接続が確立されない場合、このパラメータは無視されます。

• SSL compression?が Trueに設定されている場合、SSL接続を介して送信されるデータは圧縮され
ます。デフォルト値は Falseです（圧縮は無効です）。SSL接続が確立されない場合、このパラメー
タは無視されます。

警告：証明書、プライベート鍵、および失効リストは、PEMサーバプロセスが実行されるユーザアカウン
トが所有するサーバー上のユーザーごとのファイル格納領域に格納されます。これは、サーバーの管理者
がこれらのファイルにアクセスできることを意味します。この機能の使用を選択する前に、適切な注意を
払う必要があります。

SSH Tunnelタブのフィールドを使用して、SSHトンネリングを構成します。トンネルを使用して、デー
タベースサーバを（中間プロキシホストを介して）クライアントが直接接続できないネットワーク上にあ
るサーバーに接続できます。

• Use SSH tunnelingを Yesに設定して、指定したサーバーに接続するときに PEMが SSHトンネル
を使用するように指定します。
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図 5: The SSH Tunnel tab of the Create – Server dialog

• Tunnel hostフィールドに、SSHホストの名前または IPアドレス（クライアント接続が転送される）
を指定します。

• Tunnel portフィールドで、SSHホストのポート（クライアント接続が転送される）を指定します。

• Usernameフィールドに SSHホストのログイン特権を持つユーザの名前を指定します。

• Authenticationフィールドで SSHホストに接続するときに使用される認証のタイプを指定します。

• Passwordを選択して、PEMが SSHホストへの認証にパスワードを使用することを指定します。こ
れがデフォルト。

• Identity fileを選択して、接続時に PEMがプライベートキーファイルを使用することを指定し
ます。-SSHホストが認証にプライベートキーファイルを期待している場合、Identity fileフィー
ルドを使用してキーファイルの場所を指定します。-SSHホストがパスワードを要求している場合、
Passwordフィールドを使用してパスワードを指定するか、IDファイルを使用している場合はパスフ
レーズを使用します。

Advancedタブのフィールドを使用して、サーバーの管理に使用される詳細を指定します。

• Host Address1フィールドにサーバホストの IPアドレスを指定します。

• DB restrictionフィールドを使用して、edb_lk_asis_1テーブルに対して使用される SQL制約を指
定し、ツリーコントロールに表示されるデータベースを制限します。例、'live_db'、 'test_db'
と入力して、PEMブラウザに live_dbおよび test_dbデータベースのみを表示するよう指示しま
す。edb_lk_asis_2に対する制約を入力することにより、データベースプロパティダイアログからデー
タベースに表示されるスキーマを制限することもできます。

• Password fileフィールドを使用して、パスワードファイル（.pgpass）の場所を指定します。 .
pgpassファイルを使用すると、ユーザは接続時にパスワードを入力せずにログイン。PEMサーバー
に存在する必要があります。詳細については、次の Postgresの文書を参照してください。
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図 6: The Advanced tab of the Create – Server dialog

< http://www.postgresql.org/docs/current/静的/libpq-pgpass.html >

• Service IDフィールドを使用して、データベースサービスプロセスを制御するパラメーターを指定
します。Enterprise Managerディレクトリに格納されているサーバーの場合、サービス IDを入力しま
す。Windowsマシンでは、これはWindowsサービスの識別子です。Linuxマシンでは、サーバーの
スタートに使用される initスクリプトの名前は/etc/init.dで、サーバーをスタートする systemdス
クリプトの名前は systemctlです。例、Advanced Server 11サービスの名前は edb-as-11です。ロー
カルサーバーの場合、設定はオペレーティングシステムに依存します。

-PEMクライアントがWindowsマシンで実行されている場合、十分なアクセス権があれば、ポストマスター
サービスを制御できます。サービスの名前を入力します。リモートサーバの場合は、マシン名前の前に追
加する必要があります（例：PSE1\pgsql-8.0）。PEMは、ローカルマシンで実行されているサービスを
自動的に検出します。-PEMクライアントが Linuxマシンで実行されている場合、十分なアクセス権があ
れば、ローカルマシンで実行されているプロセスを制御できます。pg_ctlプログラムにアクセスするため
のフルパスと必要なオプションを指定します。サービス制御機能を実行すると、PEMはこれに status /ス
タート/ stopキーワードを追加します。例：

sudo /usr/pgsql-x/bin/pg_ctl -D /var/lib/pgsql/x/data x は PostgreSQL データベースサーバの
バージョンです。

-サーバーが Failover Managerクラスターのメンバである場合、PEMを使用してクラスターの状態をモニタ
し、必要に応じてプライマリノードを交換できます。PEMでフェールオーバーマネージャーをモニタでき
るようにするには、EFM cluster nameフィールドを使用してクラスター名前を指定します。クラスター
名前は、Failover Managerクラスタープロパティファイルの名前のプレフィックスです。例、クラスタープ
ロパティファイルの名前付けが efm.propertiesの場合、クラスター名前は efmです。

-PEMを使用してフェールオーバーマネージャークラスターのステータスをモニタしている場合は、EFM
installation pathフィールドを使用して、フェールオーバーマネージャーバイナリファイルの場所を指
定します。デフォルトでは、Failover Managerバイナリファイルは /usr/edb/efm-x.x/binにインストー
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ルされます。 x.xは Failover Managerのバージョンを指定します。

図 7: The PEM Agent tab of the Create – Server dialog

PEM Agentタブのフィールドを使用して、PEMエージェントの接続の詳細を指定します。

Connection Parametersタブ

• Remote monitoring?スライダーを Yesに移動して、PEMエージェントが監視対象サーバーと同じ
ホスト上にないことを示します。リモートモニタリングが有効になっている場合、監視対象サーバー
のエージェントレベルの統計はカスタムチャートおよびダッシュボードで使用できず、一部の PEM
ユーティリティ（監査マネージャー、容量マネージャー、ログマネージャー、Postgres Expertなど）
からリモートサーバにアクセスできませんチューニングウィザード）。

• Bound agent labelの右側にあるドロップダウンリストボックスを使用して、PEMエージェントを選
択します。1つのエージェントでマルチプルの Postgresサーバーをモニタできます。

• Hostフィールドに、データベースサーバに接続するときにエージェントが使用する IPアドレスまた
はソケットパスを入力します。デフォルトでは、エージェントは Generalタブに表示されるホスト
アドレスを使用します。Unixサーバーでは、 /tmpなどのソケットパスを指定できます。

-サーバーへの接続時にエージェントが使用する Port番号を入力します。デフォルトでは、エージェント
は Propertiesタブで定義されたポートを使用します。

• SSLフィールドのドロップダウンリストボックスを使用して、SSL操作モードを指定します。require、
prefer、allow、disable、verify-caまたは verify-fullを指定します。

Mode Description
require サーバーとエージェント間のトランザクションに SSL暗号化を要求するには。
prefer SSL暗号化が使用可能な場合に、サーバーとエージェントの間で SSL暗号化

を使用します。
次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
Mode Description
allow サーバーが必要とする場合、接続が SSLを使用できるようにします。
disable エージェントとサーバー間の SSL暗号化を無効にします。
verify-ca SSL暗号化を要求し、認証権限によって登録された証明書を使用してサーバー

に認証を要求するため。
verify-full SSL暗号化を要求し、サーバーが `trusted`認証権限によって登録された証明

書を使用して認証することを要求するには。

SSL暗号化の使用の詳細については、edb_lk_asis_3を参照してください。

• Databaseフィールドを使用して、エージェントが最初に接続する Postgresデータベースの名前を指
定します。BDRノードを登録する場合は、このフィールドに BDR対応のデータベース名前を指定し
ます。

• User nameフィールドで、サーバーに接続するときにエージェントが使用するロールの名前を指定
します。指定されたロールがデータベーススーパーユーザでない場合、一部の機能が期待どおりに機
能しないことに注意してください。指定されたロールがデータベーススーパーユーザのスーパーユー
ザーでない場合に機能しない機能のリストについては、edb_lk_asis_4を参照してください。Kerberos
認証メソッドを使用している場合は、このフィールドに bdr_monitorまたは bdr_superuserロー
ルを持つユーザを指定します。

Postgresバージョン 10以降を使用している場合は、 pg_monitorロールを使用して、必要な特権を非スー
パーユーザーに付与できます。pg_monitorロールの詳細については、edb_lk_asis_5を参照してください。

• User nameフィールドに、サーバーに接続するときにエージェントが使用するユーザの名前を指定
します。指定されたユーザがデータベーススーパーユーザではない場合、一部の機能は期待どおりに
動作しないことに注意してください。Postgresバージョン 10以上を使用している場合、pg_monitor
ロールを使用して、スーパーユーザー以外に必要な権限を付与できます。pg_monitorロールの詳細
については、edb_lk_asis_6を参照してください。

-エージェントがサーバーに接続するときに使用するパスワードを Passwordフィールドに指定し、Confirm
passwordフィールドにもう一度入力して確認します。パスワードを指定しない場合、エージェントの認証
を手動で構成する必要があります。例、.pgpassファイルを使用できます。このファイルは、エージェン
トがインストールされているシステム上に存在し、アクセス可能である必要があります。

Advancedタブで

• Allow takeover?スライダーを Yesに設定して、サーバーが別のエージェントに引き継がれるよう
に指定します。この機能により、例、サーバーが高可用性フェイルオーバープロセスのパートとして
別のホストに移動された場合、エージェントはデータベースサーバのモニタリングを行うことができ
ます。

• +記号を使用して、PEMモニタリングから除外するデータベースを追加します。PEM Agentタブの
Connection Parametersタブに記載されているデータベースを除外することはできません。

注釈: 除外されたデータベースに対してデータベースレベルのプローブは実行されませんが、サーバーレ
ベルのプローブはデータベース統計を収集する場合があります。
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図 8: The PEM Agent Advanced tab of the Create – Server dialog

図 9: The Create Server dialog (BART - General tab)
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BARTタブの下の Generalタブのフィールドを使用して、PEMサーバーにマップされる BARTサーバーの
一般的なプロパティを説明します。

• BART serverフィールドを使用して、BARTサーバー名前を選択します。PEMコンソールで設定さ
れたすべての BARTサーバーは、このドロップダウンリストにリストされます。

• Server nameフィールドを使用して、BARTサーバーを使用してバックアップするデータベースサー
バの名前を指定します。この名前は、BART構成ファイルに保存されます。

• Backup nameフィールドを使用して、データベースサーバのバックアップに割り当てるユーザー定
義名のテンプレートを指定します。バックアップ名前テンプレートを指定しない場合、バックアップ
は、BARTが割り当てた整数のバックアップ識別子によってのみ、BARTサブコマンドで被参照でき
ます。

• Host addressフィールドを使用して、バックアップに構成するデータベースサーバの IPアドレス
を指定します。

• Portフィールドを使用して、バックアップするデータベースに使用するポートを指定します。

• Userフィールドを使用して、PEMコンソールから BARTを使用してバックアップするデータベース
のユーザを指定します。このデータベースサーバの増分バックアップを有効にする場合、ユーザは
スーパーユーザである必要があります。

• Password フィールドを使用して、バックアップするデータベースのユーザのパスワードを指定し
ます。

• Cluster Ownerフィールドを使用して、データベースクラスタを所有する Linuxオペレーティング
システムユーザアカウントを指定します。これは通常、オラクルデータベース互換モードでインス
トールされたAdvanced Serverデータベースクラスターの場合は enterprisedb、PostgreSQLデータ
ベースクラスターおよび PostgreSQLデータベース互換モードでインストールされたAdvanced Server
データベースクラスターの場合は postgresです。

• Archive commandフィールドを使用して、bart.cfgファイルで使用するアーカイブコマンド文字列
のフォーマットを指定します。Archiveコマンドに入力すると、データベースサーバーの Postgresql.
confファイルが上書きされます。サーバーが追加されると、データベースサーバが再起動されるか、
データベース構成が再読み込みされます。

• Allow incremental backup?スイッチを使用して、このデータベースサーバで増分バックアップを
有効にするかどうかを指定します。

• Setup passwordless SSH?スイッチを使用して、データベースサーバーと BARTサーバー間のパス
ワードレスログインを許可する SSH証明書を作成するかどうかを指定します。パスワードレス SSH
認証を設定する前に、PEMエージェントをバインドしてください。パスワードなしの SSHは、PEM
エージェントによってリモートで監視されているデータベースサーバでは機能しません。

BARTタブの下の Miscタブのフィールドを使用して、BART Serverのその他のプロパティを説明します。

• Override default configuration?スイッチを使用して、特定のデータベースサーバ構成で BART
サーバー構成を上書きするかどうかを指定します。

• Xlogメソッドを使用して、 pg_basebackupの実行中にトランザクションログを収集する方法を指
定します。
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図 10: The Create - Server dialog (BART - Misc tab)

• Retention policyフィールドを使用して、バックアップの保存ポリシーを指定します。これによ
り、アクティブなバックアップが廃止としてマークされ、したがって削除の候補となるタイミングが
決定されます。保持ポリシーは、バックアップの数または期間（日、週、または月）で指定できます。

• WAL compressionスイッチを使用して、アーカイブされたXlog / WALファイルをGzipフォーマット
で圧縮するかどうかを指定します。WAL圧縮を有効にするには、gzip圧縮プログラムが BARTユー
ザアカウントの PATHに存在する必要があります。増分バックアップを取得する必要があるデータ
ベースサーバーでは、wal_compression設定を有効にしないでください。

• Copy WALs during restoreフィールドを使用して、RESTOREオペレーションを呼び出すときに
アーカイブされたWALファイルを収集する方法を指定します。データベースサーバのアーカイブリカ
バリの前に、アーカイブされたWALファイルを BARTバックアップカタログから＆ lt; restore_path>
/ archived_walsディレクトリにコピーするには、有効に設定します。無効に設定すると、データベー
スサーバのアーカイブリカバリ中に、アーカイブされたWALファイルが BARTバックアップカタロ
グから直接取得されます。

• Thread count フィールドを使用して、ブロックをコピーするスレッドの数を指定します。
pg_basebackupユーティリティを使用してバックアップを作成する場合は、thread countを 1に
設定する必要があります。

• Batch sizeフィールドを使用して、変更されたブロックのコピーに使用されるメモリのブロック数
を指定します。これは増分バックアップにのみ適用されます。

• Scan intervalフィールドを使用して、WALスキャナが新しいWALファイルをスキャンするまで
の秒数を指定します。
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• MBM scan timeoutフィールドを使用して、MBMファイルがタイミングするまで待機する秒数を指
定します。これは増分バックアップにのみ適用されます。

サーバーのプロパティをビューするには、PEMクライアントツリーコントロールでサーバー名前を右ク
リックし、コンテキストメニューから Properties…オプションを選択します。サーバーのプロパティを
変更するには、Propertiesダイアログを開く前にサーバーから切断します。

2.2 自動サーバー検出
モニタするサーバーがモニタリングエージェントと同じホストにある場合は、Auto Discoveryダイアロ
グを使用して登録とバインドのプロセスを簡素化できます。

特定のエージェントの自動検出を有効にするには、 Server Auto Discoveryプローブを有効にする必要
があります。 Manage Probes タブにアクセスするには、PEMクライアントツリーコントロールで PEM
エージェントの名前を強調表示し、Managementメニューから Manage Probes...を選択します。Manage
Probesタブが開いたら、 Enabled?列のスライダーコントロールが Yesに設定されていることを確認し
ます。

Auto Discoveryダイアログを開くには、PEMクライアントツリーコントロールで PEMエージェントの
名前を強調表示し、Managementメニューから Auto Discovery...を選択します。

図 11: The PEM Auto Discovery dialog

Auto Discoveryダイアログが開くと、Discovered Database Serversボックスに、現在 PEMエージェ
ントによって監視されていないサーバーのリストが表示されます。サーバー名前の横にあるボックスをオ
ンにして、Server Connection Detailsボックスにサーバーに関する情報を表示し、Agent Connection
Detailsボックスにエージェントの接続プロパティを表示します。

Check Allボタンを使用して、表示されているすべてのサーバーの横にあるボックスを選択するか、Uncheck
Allを使用してサーバー名の左側にあるすべてのボックスの選択を解除します。

Server Connection Detailsボックスのフィールドは、PEMがモニタするサーバーに関する情報を提供
します。

32 第 2章 Registering a server
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• Nameフィールドで監視対象サーバーの名前を受け入れるか変更します。指定した名前は、PEMクラ
イアントのツリーコントロールに表示されます。

• Server groupドロップダウンリストボックスを使用して、PEMクライアントツリーコントロール
でサーバーが表示されるサーバーグループを選択します。

• Host name/addressフィールドを使用して、監視対象サーバーの IPアドレスを指定します。

• Portフィールドには、サーバーによって監視されているポートが表示されます。このフィールドは
変更できません。

• Service IDフィールドにサービスの名前を入力します。一部の PEM機能を有効にするには、サービ
ス名前を指定する必要があることにノートしてください。-デフォルトでは、Maintenance database
フィールドは、選択したサーバーが Postgresメンテナンスデータベースを使用することを示します。
インストールの Maintenance databaseフィールドのコンテンツをカスタマイズします。

Agent Connection Detailsボックスのフィールドは、サーバーへの接続時に PEMエージェントが使用
するプロパティを指定します。

• Hostフィールドには、PEMエージェントのバインドに使用される IPアドレスが表示されます。

• User nameフィールドには、選択したサーバーに接続するときに PEMエージェントが使用する名前
が表示されます。

• Passwordフィールドには、指定したユーザ名前に関連付けられたパスワードが表示されます。

• SSL modeフィールドのドロップダウンリストボックスを使用して、SSL接続設定を指定します。

モニタリングにバインドしているサーバーの接続プロパティの指定が終了したら、OKボタンをクリックし
てサーバーを登録します。 Cancelをクリックして、変更を保存せずに終了します。

OKボタンをクリックすると、新しく登録されたサーバーが PEMツリーコントロールに表示され、PEMサー
バーによって監視されます。

2.3 pemworkerユーティリティを使用してサーバーを登録する
pemworkerユーティリティを使用して、PEMサーバーによるモニタリングにサーバーを登録したり、デー
タベースサーバの登録を解除したりできます。登録時に、pemworkerユーティリティは、登録コマンドを
呼び出したシステムにあるエージェントに新しいサーバーをバインドします。サーバーを登録するには：

Linuxホストでは、次のコマンドを使用します。

pemworker --register-server

Windowsホストでは、次のコマンドを使用します。

pemworker.exe REGISTER-SERVICE

pemworkerユーティリティを呼び出すときに、コマンド文字列にコマンドラインオプションを追加します。
各オプションの後には、対応する値が続く必要があります。

2.3. pemworkerユーティリティを使用してサーバーを登録する 33
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図 12: The registered server
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Option Description
--pem-user PEM管理ユーザの名前を指定します。必須です。
--server-addr サーバホストの IP アドレス、または完全修飾ドメイン名前を指定します。

Unix ベースのシステムでは、アドレスフィールドは、ローカルマシンでデ
フォルトの PostgreSQL Unixドメインソケットを使用するために空白のまま
にするか、 PostgreSQLソケットを含む代替パスに設定できます。パスを入
力する場合、パスは/で始まる必要があります。必須です。

--server-port ホストのポート番号を指定します。必須です。
--server-database サーバーが接続するデータベースの名前を指定します。必須です。
--server-user サーバーのモニタリング時にエージェントが使用するユーザの名前を指定し

ます。必須です。
--server-service-name 登録されるサーバーでの操作（STOP、START、RESTARTなど）を制御する

データベースサービスの名前を指定します。オプション。
--remote-monitoring --remote-monitoring句と no（デフォルト）の値を含めて、サーバーが PEMエー

ジェントと同じマシンにインストールされていることを示します。リモート
モニタリングが有効（yes）の場合、監視対象リモートサーバのエージェント
レベルの統計はカスタムチャートおよびダッシュボードで利用できず、一部
の PEMユーティリティ（Audit Manager、Capacity Manager、Log Manager、
Postgres Expert and Tuning Wizard）。必須です。

--efm-cluster-name サーバーを監視するフェールオーバーマネージャークラスターの名前を指定
します（該当する場合）。オプション。

--efm-install-path フェールオーバーマネージャーのインストレーションディレクトリへの完全
なパスを指定します（該当する場合）。オプション。

--asb-host-name エージェントが接続しているホストの名前を指定します。
--asb-host-port データベースに接続するときにエージェントが使用するポート番号を指定し

ます。
--asb-host-db エージェントが接続するデータベースの名前を指定します。
--asb-host-user データベースでの認証時にエージェントが提供するデータベースデータベー

スユーザ名前を指定します。
--asb-ssl-mode 接続に使用される SSL認証のタイプを指定します。サポートされる値には、

prefer、require、disable、verify-CA、verify-fullが含まれます。
--group サーバーが表示されるグループの名前を指定します。
--team サーバーへのアクセスを許可されるグループロールの名前を指定します。
--owner 監視対象サーバーを所有するロールの名前を指定します。
--display-name <name> 監視対象データベースサーバの表示名前を指定します。デフォルトはシステ

ムのホスト名です。
--config-dir エージェント構成ファイルのディレクトリパスを指定します。デフォルトは

`"<pemworker path>/../etc"`です。

環境変数 PEM_SERVER_PASSWORDを設定して PEMサーバーのパスワードを提供し、pemworkerが PEM管
理ユーザとして接続できるようにします。

環境変数 PEM_MONITORED_SERVER_PASSWORDを設定して、pemagentによって登録および監視されるデータ
ベースサーバのパスワードを提供します。

パスワードを提供しないと、パスワード認証エラーが発生します。PEMサーバーは、サーバーが適切に登
録されたことを確認します。
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2.3.1 pemworkerユーティリティを使用してサーバーの登録を解除する

pemworkerユーティリティを使用して、データベースサーバの登録を解除できます。サーバーの登録を解
除するには、pemworkerユーティリティを呼び出します。

Linuxホストでは、次のコマンドを使用します。

pemworker --unregister-server

Windowsホストでは、次のコマンドを使用します。

pemworker.exe UNREGISTER-SERVICE

pemworkerユーティリティを呼び出すときに、コマンド文字列にコマンドラインオプションを追加します。
各オプションの後には、対応する値が続く必要があります。

Option Description
--pem-user PEM管理ユーザの名前を指定します。必須です。
--server-addr サーバホストの IP アドレス、または完全修飾ドメイン名前を指定します。

Unix ベースのシステムでは、アドレスフィールドは、ローカルマシンでデ
フォルトの PostgreSQL Unixドメインソケットを使用するために空白のまま
にするか、 PostgreSQLソケットを含む代替パスに設定できます。パスを入
力する場合、パスは/で始まる必要があります。必須です。

--server-port ホストのポート番号を指定します。必須です。
--config-dir エージェント構成ファイルのディレクトリパスを指定します。デフォルトは

`"<pemworker path>/../etc"`です。

環境変数 PEM_SERVER_PASSWORDを使用して PEMサーバーのパスワードを提供し、pemworkerが PEM管
理ユーザとして接続できるようにします。

パスワードを提供しないと、パスワード認証エラーが発生します。PEMサーバーは、サーバーが登録解除
されたことを確認します。

2.4 接続とバインディングの検証
登録すると、新しいサーバーが PEM Browserツリーコントロールに追加され、 Global Overviewに表示
されます。

新しくバインドされたサーバーに最初に接続するとき、Global Overviewダッシュボードは、サーバーリ
ストに「不明」のステータスで新しいサーバーを表示する場合があります。サーバーを認識する前に、バイ
ンドされたエージェントは多数のプローブを実行してサーバーを検査する必要がありますが、ネットワー
クの可用性によっては完了するまでに数分かかる場合があります。

数分以内に、 Global Overviewダッシュボードの棒グラフに、エージェントが正常に接続され、新しい
サーバーが Postgres Server Statusリストに含まれることが示されます。

5分経っても Global Overviewダッシュボードに新しいサーバーがリストされない場合は、モニタリング
エージェントのログファイルを確認してエラーを確認する必要があります。ツリーコントロールでエージェ
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図 13: The Global Overview dashboard
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ントの名前を右クリックし、コンテキストメニューの Dashboardsサブメニューから Probe Log Analysis
オプションを選択します。
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第3章 Remote monitoring

リモートモニタリングは、異なるホストにある PEMエージェントを使用して Postgresクラスターをモニタ
リングします。

PEMで Postgresクラスターをリモートでモニタするには、クラスターを PEMに登録し、PEMエージェン
トをバインドする必要があります。詳細については、edb_lk_asis_1を参照してください。

次のシナリオでは、PEMを使用したリモートモニタリングが必要です。

-edb_lk_asis_2 -edb_lk_asis_3

PEMリモートモニタリングは以下をサポートします。

Feature Name Remote Monitor-
ing Supported?

Comments

[Manage
Charts](../pem_ent_feat/05_performance_monitoring_and_management/#using-
the-manage-charts-tab)

Yes NA

[System
Reports](../pem_ent_feat/12_reports/#system-
configuration-report)

Yes NA

[Capacity Man-
ager](../pem_ent_feat/06_capacity_manager)

Limited Postgresクラスターとオペレーティングシステムの
メトリック間に相関関係はありません。

[Manage
Alerts](../pem_ent_feat/05_performance_monitoring_and_management/#alerting)

Limited Postgesクラスターでアラートスクリプトを実行す
ると、実際の P Postgresクラスターマシンではな
く、バインドされた PEMエージェントが実行され
ているマシンで実行されます。

[Manage
Dashboards](../pem_ent_feat/05_performance_monitoring_and_management/#using-
dashboards-to-view-
performance-information)

Limited 一部のダッシュボードでは、完全なデータを表示で
きない場合があります。例、 Postgresクラスター
が実行されているオペレーティングシステム情報
は利用できないため表示されません。

[Manage
Probes](../pem_ent_feat/05_performance_monitoring_and_management/#probes)

Limited PEM プローブの一部は情報を結果ず、一部
の機能が影響を受ける可能性があります。プ
ローブ機能の詳細については、[PEM Agent
Privileges](../pem_agent/03_managing_pem_agent/#agent-
privileges)を参照してください。

[Postgres Ex-
pert](../pem_ent_feat/11_postgres_expert/)

Limited Postgres Expertは、オペレーティングシステム情報
が利用できないため、部分的な情報を提供します。

次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
Feature Name Remote Monitor-

ing Supported?
Comments

[Scheduled
Tasks](../pem_online_help/04_toc_pem_features/15_pem_scheduled_task_tab/)

Limited スケジュールされたタスクは、Postgresクラスター
でのみ機能し、スクリプトはリモートエージェン
トで実行されます。

[Core Usage
Reports](../pem_ent_feat/12_reports/#core-
usage-report)

Limited コア使用状況レポートには完全な情報は表示され
ません。例、プラットフォーム、コアの数、合計
RAMは表示されません。

[Audit Man-
ager](../pem_ent_feat/07_audit_manager)

No NA

[Log Man-
ager](../pem_ent_feat/08_log_manager)

No NA

[Postgres Log Analysis
Expert](../pem_ent_feat/08_log_manager/#postgres-
log-analysis-expert)

No NA

[Tuning Wiz-
ard](../pem_ent_feat/10_tuning_wizard/)

No NA
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第4章 Defining and monitoring Postgres clusters
on AWS

PEMを使用して AWSホスト上の Postgresクラスターをモニタできるシナリオは 2つあります。以下をモ
ニタできます。

-AWS EC2で実行されている Postgresクラスター -AWS RDSで実行されている Postgresクラスター

4.1 AWS EC2で実行されているPostgresクラスターのモニタリング
AWS EC2で Postgresクラスターを作成した後、PEMサーバーを使用してクラスターを登録およびモニタ
できます。現在、次のシナリオがサポートされています。

Postgresクラスターと PEMエージェントは同じ AWS EC2で実行され、PEMサーバーはローカルマシン
で実行されます。-同じローカルマシンで実行されている Postgresクラスターと PEMエージェント、およ
び AWS EC2で実行されている PEMサーバー。 -同じ AWS EC2で実行されている Postgresクラスターと
PEMエージェント、および異なる AWS EC2で実行されている PEMサーバー

注釈: 最初の 2つのシナリオでは、AWS EC2インスタンスが `pem`データベースにアクセスできるように、
AWS EC2で VPNを設定する必要があります。必要に応じて、ネットワーク管理者に連絡して VPNをセッ
トアップしてください。

PEMエージェントは PEMサーバーとは異なるホスト上にあるため、最初に PEMエージェントを PEMサー
バーに登録します。また、PEMエージェントを PEMサーバーに登録するときに、AWS EC2インスタンス
のホスト名を使用 makeようにしてください。PEMエージェントの登録の詳細については、edb_lk_asis_1
を参照してください。

PEMエージェントを PEMサーバーに登録し、PEMサーバーに追加しながら PEMエージェントを Postgres
クラスターにバインドしたら、PEMを使用して Postgresクラスターをモニタできます。



PEM Administrator's Guide,リリース 8.4.0

4.2 AWS RDSで実行されているPostgresクラスターのモニタリング
AWS RDSデータベースの作成中に、 Engine optionsのプロンプトが表示されたら、 PostgreSQLを選
択します。次の手順については、edb_lk_asis_2を参照してください。
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第5章 Managing certificates

PEMサーバーバッキングデータベースのデータディレクトリに保存されているファイルには、PEMサー
バーが安全な接続を利用するのに役立つ情報が含まれています。

• ca_certificate.crt

• ca_key.key

• server.crt

• server.key

• root.crl

• root.crt

PEMサーバーと共にインストールされる PEMエージェントは、ca_certificate.crtファイルの有効期
限を監視します。証明書の有効期限が間もなくエキスパイアと、PEMは次のことを行います。

-既存の証明書ファイルのバックアップを作成します。-新しい証明書ファイルを作成し、新しい CA証明書
ファイルを PEMサーバーのルート.crtファイルに追加します。-アクティブなエージェントの証明書ファ
イルを更新するジョブを作成します。-PEMサーバーを再起動します。

エージェントをアンインストールすると、そのエージェントに関連付けられた証明書が証明書失効リスト
（root.crlファイルに保持され保証）に追加され、証明書を使用して PEMサーバーに接続できないよう
になります。

以下のセクションには、証明書ファイルの手動置換に関する詳細情報が含まれています。

5.1 SSL証明書の置き換え
次の手順では、既存の PEMインストールの SSL証明書の置換について詳しく説明します。サーバーを新
しいバージョンに同時にアップグレードする予定がある場合は、SSL証明書を置き換える前に、すべての
PEMインストーラー（最初にサーバーインストーラ、次にエージェントインストーラー）を呼び出します。
次に：

1.実行中のすべての PEMエージェントを、最初にサーバホストで、次に監視対象ノードで停止します。

Linuxホストで PEMエージェントを停止するには、ターミナルウィンドウを開き、スーパーユーザ権限を
引き受けて、次のコマンドを入力します。

systemdを使用する Linuxの場合、たとえば：Centos 7または 8

systemctl stop pemagent
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Windowsホストでは、Servicesアプレットを使用して PEMエージェントを停止できます。PEMエージェ
ントサービスの名前付けは Postgres Enterprise Manager Agentです。 Servicesダイアログでサービス名前
を強調表示し、Stop the serviceをクリックします。

2.既存の SSLキーと証明書のバックアップを取ります。SSLキーと証明書は、PEMインストールの data
ディレクトリに保存されます。例、Linuxシステムのデフォルトの場所は次のとおりです。

/var/lib/pgsql/x/dataここで、 xは PostgreSQLデータベースバージョンです。

次のファイルのコピーを作成し、名前を一意に makeに各ファイルに拡張子を追加します。

• ca_certificate.crt - ca_key.key - root.crt - root.crl - server.key - server.crt

例、コマンド：

# cp ca_certificate.crt ca_certificate_old.crt

エントリーにワード oldを追加して、 ca_certificateファイルのバックアップを作成します。

3. openssl_rsa_generate_key()ファンクションを使用して、ca_key.keyファイルを生成します。

/usr/pgsql-x.x/bin/psql -U postgres -d pem --no-psqlrc -t -A -c "SELECT public.

↪→openssl_rsa_generate_key(1024)" > /var/lib/pgsql/x/data/ca_key.key

ca_key.keyファイルを生成し、ca_key.keyファイルの特権を変更するときに使用する変数 CA_KEYの内
容を catしファイル。

CA_KEY=$(cat /var/lib/pgsql/x/data/ca_key.key)

chmod 600 /var/lib/pgsql/x/data/ca_key.key

4.キーを使用して、ca_certificate.crtファイルを生成します。簡単にするために、SQLクエリーを一
意の名前で一時ファイルに配置します。

echo "SELECT openssl_csr_to_crt(openssl_rsa_key_to_csr(${CA_KEY},

PEM,US, MA, Bedford, Postgres Enterprise Manager,

support@enterprisedb.com), NULL,

/var/lib/pgsql/x/data/ca_key.key)" > /tmp/_random.$$

次に、変数を使用してクエリーを実行し、コンテンツを ca_certificate.crtファイルに配置します。

/usr/pgsql-x/bin/psql -U postgres -d pem --no-psqlrc -t -A -f /tmp/_random.$$ > /var/

↪→lib/pgsql/x/data/ca_certificate.crt

ca_certificate.crtファイルの権限を変更し、SQLコマンドを含む一時ファイルを削除します。

chmod 600 /var/lib/pgsql/x/data/ca_certificate.crt

rm -f /tmp/_random.$$

5. ca_certificate.crtファイルを root.crtファイルとして再利用しファイル。
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cp /var/lib/pgsql/x/data/ca_certificate.crt /var/lib/pgsql/x/data/root.crt

root.crtファイルのアクセス許可を変更します。

chmod 600 /var/lib/pgsql/x/data/root.crt

6. openssl_rsa_generate_crl()ファンクションを使用して、証明書失効リスト（ root.crl）を作
成します。

/usr/pgsql-x/bin/psql -U postgres -d pem --no-psqlrc -t -A -c

"SELECT openssl_rsa_generate_crl(/var/lib/pgsql/x/data/ca_certificate.crt, /var/lib/

↪→pgsql/x/data/ca_key.key)" > /var/lib/pgsql/x/data/root.crl

root.crlファイルのアクセス許可を変更します。

chmod 600 /var/lib/pgsql/x/data/root.crl

7. openssl_rsa_generate_key()ファンクションを使用して、server.keyファイルを生成します。

/usr/pgsql-x/bin/psql -U postgres -d pem --no-psqlrc -t -A -c "SELECT public.openssl_

↪→rsa_generate_key(1024)" >> /var/lib/pgsql/x/data/server.key

server.keyファイルを生成し、 server.keyファイルの特権を変更するときに使用する変数 SSL_KEYの
内容を catしファイル。

SSL_KEY=$(cat /var/lib/pgsql/x/data/server.key)

chmod 600 /var/lib/pgsql/x/data/server.key

8. SSL_KEYを使用して、サーバー証明書を生成します。証明書を server.crtファイルに保存します。
簡単にするために、最初に一意の名前を持つ一時ファイルに SQLクエリーを配置します。

echo "SELECT openssl_csr_to_crt(openssl_rsa_key_to_csr(${SSL_KEY},

PEM,US, MA, Bedford, Postgres Enterprise Manager,

support@enterprisedb.com),

/var/lib/pgsql/x/data/ca_certificate.crt,

/var/lib/pgsql/x/data/ca_key.key)" > /tmp/_random.$$

/usr/pgsql-x/bin/psql -U postgres -d pem --no-psqlrc -t -A -f /tmp/_random.$$ >> /

↪→var/lib/pgsql/x/data/server.crt

9. server.crtファイルの特権を変更し、一時ファイルを削除します。

chmod 600 /var/lib/pgsql/x/data/server.crt

rm -f /tmp/_random.$$

10. Postgresサーバーを再起動します。
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Linuxで init.dを使用する場合;例、Centos6ホストの場合：

/etc/init.d/postgresql-x restart

Linuxで systemdを使用する場合;例、Centos7ホストの場合：

systemctl restart postgresql-x

5.2 エージェントSSL証明書の更新
PEMサーバーと対話するエージェントごとに、以下を行う必要があります。

-rsaキーと証明書を生成します。-キーと証明書をエージェントにコピーします。-エージェントをリスター
トします。

各エージェントには、 pemデータベースの pem.agentテーブルに格納されている一意の識別子がありま
す。キーと証明書ファイルを、エージェントの識別子に対応するキーまたは証明書に置き換える必要があ
ります。次のキーファイルペアを生成する前に、agent.keyおよびノートファイル（手順 2および 3で生
成されたファイルをそれぞれの PEMエージェントホストの所定の場所に移動する必要があります。後続
のコマンドは以前に生成されたファイルを上書きします）

PEMエージェントキーファイルペアを生成するには：

1. psqlを使用して、エージェントの数とそれに対応する識別子を見つけます。

/usr/pgsql-x/bin/psql -U postgres -d pem --no-psqlrc -t -A -c "SELECT ID FROM pem.

↪→agent"

-Linuxでは、 /etc/postgres-reg.iniファイルの PEMagentセクションで、キーと証明書のエージェン
ト識別子と場所を見つけることもできます。

Windowsでは、情報はレジストリに保存されます：

-64ビットWindowsインストールでは、次を確認します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Wow6432Node\EnterpriseDB\PEM\agent

-32ビットWindowsインストールでは、次を確認します。

HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\EnterpriseDB\PEM\agent

2.キーファイルを必要とするエージェントを特定した後、各エージェントに対して agent.keyを生成しま
す。キーを生成するには、次のコマンドを実行して、出力をファイルにキャプチャします：

/usr/pgsql-x/bin/psql -U postgres -d pem --no-psqlrc -t -A -c "SELECT openssl_rsa_

↪→generate_key(1024)" > agent.key

agent.keyファイルの特権を変更します。
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chmod 600 agent.key

3.各エージェントの証明書を生成します。証明書を生成するには、次のコマンドを実行して、証明書ファ
イルに出力をキャプチャします。

/usr/pgsql-x/bin/psql -U postgres -d pem --no-psqlrc -t -A -c

"SELECT openssl_csr_to_crt(openssl_rsa_key_to_csr($(cat agent.key),

agent<$ID>, US, MA, Bedford, Postgres Enterprise Manager,

support@enterprisedb.com),

/var/lib/pgsql/x/data/ca_certificate.crt,

/var/lib/pgsql/x/data/ca_key.key)" > agent.crt

ここで、* $ ID *はエージェントのエージェント番号です（psqlコマンドラインから取得）。

4. agent.crtファイルの特権を変更します。

chmod 600 agent.crt

5. PEMエージェントサービスを再起動する前に、各エージェントのキーと証明書ファイルを新しく生
成されたファイルで置き換えます。

init.dを使用する Linuxでは、次のコマンドを使用してサービスをリスタートします。

/etc/init.d/pemagent start

systemdを使用する Linuxでは、次のコマンドを使用してサービスをリスタートします。

systemctl start pemagent

Windowsホストでは、サービスアプレットを使用して PEMエージェントをスタートできます。PEMエー
ジェントサービスの名前付けは Postgres Enterprise Manager Agent です。 Services ダイアログで
サービス名前を強調表示し、 Start the serviceをクリックします。
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複数の構成ファイルは、スタートアップに Postgres Enterprise Managerによって読み取られます。ファイル
は次のとおりです。

• config.py：これはメインの構成ファイルであり、変更しないでください。これは、構成設定のリ
ファレンスとして使用できます。これは、次のファイルのいずれかでオーバーライドできます。

• config_distro.py ：このファイルは config.py の後に読み込まれ、パッケージャーが Postgres
Enterprise Managerのディストリビューションに必要な設定を変更するためのものです。これには通
常、特定の経路とファイルの場所が含まれます。このファイルはオプショナルであり、必要に応じて
config.pyと同じディレクトリにパッケージャーが作成できます。

• config_local.py：このファイルは config_distro.pyの後に読み込まれ、エンドユーザーがロー
カルの設定や標準を満たすために調整するデフォルトまたはパッケージ固有の設定を変更すること
を目的としています。このファイルはオプショナルで、同じユーザーが作成できます。必要に応じ
て、config.pyとしてディレクトリ。

デフォルトの config.py ファイルのコピーは、リファレンス用に PEM オンラインヘルプに含まれてい
ます。
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</ div>

以下のセクションでは、PEMサーバーとエージェントの再起動、PEMサーバーまたは PEMエージェント
の制御、LinuxおよびWindowsでのHTTPDサービスの制御、HTTPDサーバーの制御、PEM認証とセキュ
リティの管理、変更など、PEMサーバーに関連するタスクに関する情報を提供します pg_hba.confファ
イル、プロキシサーバーなどを使用するように PEMを変更します。

7.1 PEMサーバーとエージェントの起動と停止
PEMサーバーは、それが常駐する Postgresサーバインスタンスが起動、停止、または再起動したときに
起動、停止、および再起動します。Postgresサーバーの制御に使用するのと同じコマンドを使用して PEM
サーバーを制御します。Linuxプラットフォームでは、サービススクリプトを停止および開始するコマン
ドは、プラットフォームおよび OSバージョンによって異なります。

PEMエージェントは、 pemagent名前付けのサービスによって制御されます。

Windowsオペレーティングシステムには、サーバーの状態を表示し、ポイントアンドクリックのサーバー制御
を提供するグラフィカルサービスコントローラが含まれています。Servicesユーティリティは、Windows
Control Panelからアクセスできます。ユーティリティが開いたら、スクロールバーを使用してリストさ
れたサービスをナビゲートし、サービス名前を強調表示します。

図 1: The PEM service in the Windows Services window

Stop、 Pause、 Start、または Restartボタンを使用して、サービスの状態を制御します。
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サービスを停止すると、Postgresサーバーに接続しているユーザ（またはクライアントアプリケーション）
が突然切断されることにノートしてください。サービスの制御の詳細については、EDBウェブサイトから
入手可能な edb_lk_asis_1を参照してください。

7.2 監視対象サーバーのリモート起動と停止
PEMでは、PEMクライアントを使用して管理対象サーバーインスタンスをスタートアップおよびシャッ
トダウンできます。PEMがサービスを管理できるようにサーバーを構成するには、サーバー登録ダイアロ
グを完了し、データベースサーバを PEMエージェントに登録します。

• Propertiesダイアログで Store on PEM Serverオプションを指定します。

-[ Advanced ]タブの [ Service ID ]フィールドにサービススクリプトの名前を指定します。

-Advanced Advanced Serverの場合、サービス名前は edb-as-<x>または ppas-<x>です。 PostgreSQLの場
合、サービス名前は postgresql-<x>です。

xはサーババージョン番号を示します。

サーバーに接続した後、ツリーコントロールでサーバー名前をハイライトし、Toolsメニューから Queue
Server Startupまたは Queue Server Shutdownを選択することにより、サーバーをスタートまたは停
止できます。

図 2: The Tools menu of a managed server

7.3 LinuxでのPEMサーバーまたはPEMエージェントの制御
Linuxプラットフォームでは、次を制御するサービススクリプトの名前：

-Advanced Advanced Server上の PEMサーバーは edb-as-<x>または ppas-<x>です -PostgreSQL上の PEM
サーバーは PostgreSQLです-PEMエージェントは pemagentです

xはサーババージョン番号を示します。

サービススクリプトを使用して、サービスを制御できます。
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-RHELまたは CentOSバージョン 7.xまたは 8.xでサービスを制御するには、コマンドラインを開き、スー
パーユーザ権限を引き受けて、コマンドを発行します。

systemctl <service_name> <action>

どこで：

service_nameはサービスの名前です。

actionは、サービスによって実行されるアクションを指定します。指定してください：

• startはサービスをスタートします。 -サービスを停止するには、stop。

• restart。サービスを停止してからスタートしサービス。

• status。サービスのステータスを確認します。

7.4 WindowsでのPEMサーバーまたはPEMエージェントの制御
Windowsオペレーティングシステムには、サーバーの状態を表示し、ポイントアンドクリックのサーバー制
御を提供するグラフィカルサービスコントローラが含まれています。以下を制御するサービスの登録名前：

-PostgreSQL上の PEMサーバホストは PostgreSQLです -Advanced Advanced Server上の PEMサーバホスト
は edb-as-<x>または ppas-<x>です-PEMエージェントは Postgres Enterprise Manager - pemAgent
です

xはサーババージョン番号を示します。

Windows Control Panelをナビゲートして、Servicesユーティリティを開きます。ユーティリティが開
いたら、スクロールバーを使用してサービスのリストを参照します。

図 3: The Windows Services window

Stop the serviceオプションを使用して、サービスを停止します。サーバーに接続しているユーザ（ま
たはクライアントアプリケーション）は、サービスを停止すると突然切断されます。
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Pause the serviceオプションを使用して、サービスの構成パラメーターをリロードロードするように
Postgresに指示します。Pause the serviceオプションは、多くの構成パラメーターのユーザセッション
を中断せずにパラメーターをリセットする効果的な方法です。

Start the serviceオプションを使用して、サービスをスタートします。

7.5 HTTPDサーバーの制御
Linuxでは、コマンドラインを開き、次のコマンドを入力して、 PEM-HTTPDサービスのステータスを確認
できます。

ps -ef | grep httpd

Linuxが次の例のような回答で応答した場合、 httpdは実行されていません。

user 13321 13267 0 07:37 pts/1 00:00:00 grep httpd

CentOSまたは RHEL 7.xまたは 8.xシステムでサービスをスタートするには、次のコマンドを使用します。

systemctl start httpd

Windows、 Servicesアプレットを使用して、 PEM HTTPDサービスのステータスを確認できます。サービ
スアプレットを開いた後、リストをスクロールして PEM HTTPDサービスを見つけます。

図 4: The PEM HTTPD Windows service

Status列には、サーバーの現在の状態が表示されます。サービスが実行されていない場合は、Startリン
クをクリックして PEM HTTPDをスタートします。
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7.6 pg_hba.confファイルの変更
pg_hba.conf ファイルのエントリは、ネットワークの認証と承認を制御します。PEMサーバホスト上の
pg_hba.confファイルは、PEMサーバーと PEM-HTTPD、PEMエージェント、および監視対象サーバー
間の接続を許可する必要があります。

PEMサーバーのインストールプロセス中に、PEMによって監視されるホストの IPアドレスと接続情報の
入力を求められます。この情報は、PEMバッキングデータベースの pg_hba.confファイルの先頭に追加
されます。

図 5: PEM entries in the pg_hba.conf file

pg_hba.confファイルを手動で変更して、PEMサーバーと他のコンポーネント間の接続を許可する必要が
ある場合もあります。例、PEM-HTTPDインストールが PEMサーバーと同じホスト上にない場合、PEM
サーバホスト上の pg_hba.confファイルを変更して、PEM-HTTPDがサーバーに接続できるようにする必
要があります。

デフォルトでは、 pg_hba.confファイルは Postgresインストールの下のデータディレクトリにあります。
例、Advanced Server 10ホストでは、pg_hba.confのデフォルトの場所は次のとおりです。

/var/lib/edb/as10/data/pg_hba.conf

選択したエディタで pg_hba.confファイルを変更できます。ファイルを変更した後、サーバーをリスター
トして変更を有効にします。
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次の例は、 postgres名前付けのユーザから pg_hba.confファイルが存在するホスト上の postgresデー
タベースへの md5 パスワード認証接続を許可する pg_hba.conf エントリーを示しています。接続は、
192.168.10.102の IPアドレスから来ています。

# TYPE DATABASE USER CIDR-ADDRESS METHOD

# IPv4 local connections:

host postgres postgres 192.168.10.102/32 md5

ネットワークホストのアドレス、またはネットワークアドレスレンジを指定できます。例、192.168.10.
23、 192.168.10.76、および 192.168.10.184のアドレスを持つサーバーからの接続を許可する場合、
192.168.10.0/24の CIDR-ADDRESSを入力して、そのネットワーク内のすべてのホストからの接続を許
可します。

# TYPE DATABASE USER CIDR-ADDRESS METHOD

# IPv4 local connections:

host postgres all 192.168.10.0/24 md5

pg_hba.confファイルエントリーのフォーマットの詳細については、edb_lk_asis_2を参照してください。

PEMを使用して Postgresサーバーに接続する前に、両方のサーバーの pg_hba.confファイルで接続が許
可されていることを保証必要があります。

データベースサーバへの接続時にこのエラーを受け取った場合は、pg_hba.confファイルを変更し、接続
を許可するエントリーを追加します。

7.7 データベースとオブジェクトの作成と保守
Postgresサーバーの各インスタンスは、1つ以上のデータベースを管理します。各ユーザは、データベー
スに含まれる情報にアクセス前に、データベースに接続するための認証情報を提供する必要があります。
PEMクライアントは、データベース、およびデータベースを構成するさまざまなオブジェクト（テーブル、
インデックス、ストアドプロシージャなど）をすべて作成および管理できるダイアログを提供します。

PEMでのデータベースの作成は簡単です。管理対象サーバーの Databasesノードを右クリックし、Create
メニューから Database…を選択するだけです。データベースを定義したら、新しいデータベース内にオブ
ジェクトを作成できます。

例、新しいテーブルを作成するには、 Tablesノードを右クリックし、Createメニューから Table…を選
択します。 New Tableダイアログが開いたら、新しいテーブルの属性を指定します。

PEMは、他のデータベースオブジェクトの作成と管理のための同様のダイアログを提供します。

-テーブル -インデックス -ストアドプロシージャ -機能 -トリガー -ビュー-コンストレインなど

各オブジェクトタイプはツリーコントロールに表示されます。オブジェクトタイプに対応するノードを右
クリックして Createメニューにアクセスし、新しいオブジェクトを作成するか、名前付けノードのコン
テキストメニューから Propertiesを選択して、強調表示されたオブジェクトの管理タスクを実行します。
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図 6: Create Table - General Tab

7.8 PEM認証の管理
Postgresは多くの認証方法をサポートしています：

-安全なパスワード（md5） -GSSAPI -SSPI Kerberos -識別 -LDAP -RADIUS -証明書（SSL） -PAM

Postgres（および PEM）認証は、pg_hba.conf構成ファイルによって制御されます。構成ファイル内のエ
ントリは、特定のデータベースに接続できるユーザーと、そのユーザが接続を許可される前に必要な認証
の種類を指定します。

postgres名前付けのユーザが、セキュアパスワード（md5）認証接続を使用してローカルホスト（127.0.0.1/32）
からすべてのデータベースに接続できるようにする pg_hba.confファイルの一般的なエントリーは、次の
フォームを取ります。

host all postgres 127.0.0.1/32 md5

システムの構成によっては、PEMエージェントがサーバーへの接続に使用するユーザアカウントのパス
ワードファイルを作成して、エージェントがサーバーの認証要求に適切に応答できるようにする必要があ
ります。パスワードが 1safepwdである postgres名前付けのユーザのパスワードファイルのエントリー
は、次のフォームになります。

localhost:5432:*:postgres:1safepwd

パスワードファイルの名前付けは通常、Linux システムでは ~root/.pgpass 、 Windows %APPDATA%\
postgresql\pgpass.confです。パスワードファイルの設定の詳細については、edb_lk_asis_3をご覧くだ
さい。

Postgresでサポートされている認証方法の詳細については、edb_lk_asis_4を参照してください。
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7.9 PEMサーバー構成の編集
PEMクライアントを使用して、PEMサーバーの構成パラメーターをグラフィカルに管理し、機能を有効にし
たり、デフォルト設定を変更したりできます。Server Configurationダイアログを開くには、Management
メニューから Server Configuration…を選択します。

図 7: The Server Configuration dialog

パラメータ値を変更するには、パラメータ名前の右側にある Valueフィールドに表示されるコンテンツを
編集します。 Saveボタンをクリックして変更を保存するか、 Closeボタンをクリックして変更を適用せ
ずにダイアログを終了します。 Resetボタンを使用して、パラメーターをオリジナルの値に結果ます。

7.10 セキュリティの管理
PEMは、Postgresのロールとサーバーを管理するグラフィカル方法を提供します。

7.10.1 ログインロール

PEMサーバーに接続するとき、PEMサーバーがデータを保存するデータベースへのアクセスを許可するロー
ル資格情報を提供する必要があります。デフォルトでは、サーバーへの最初の接続に postgresスーパーユー
ザアカウントが使用されますが、接続ユーザごとに個別のロールを作成することを（セキュリティと監査の
両方の目的で）強くお勧めします。PEMクエリツール、PEM Webインタフェース Create – Login/Group
Roleダイアログ、またはコマンドラインクライアント（psqlなど）を使用して、ロールを作成できます。

Create – Login/Group Roleダイアログを使用してロールを作成するには、PEMツリーコントロールで
ロールが存在するサーバーのノードを展開し、Login/Group Rolesノードを右クリックしてコンテキスト
メニューにアクセスします。次に、Createメニューから Login/Group Role…を選択します。
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図 8: The context menu of the Login Roles node

Create – Login/Group Roleダイアログのタブのフィールドを使用して、ロールを定義します。ブラウザ
タブに PEMオンラインヘルプを表示するには、ダイアログの左下隅にあるヘルプ（?）ボタンをクリック
します。

新しいロールの定義が終了したら、 Saveをクリックしてロールを作成します。

図 9: Create Login Role - General tab

既存のログインロールのプロパティを変更するには、ツリーコントロールでログインロールの名前を右ク
リックし、コンテキストメニューから Propertiesを選択します。ログインロールを削除するには、ロー
ルの名前を右クリックし、コンテキストメニューから Delete/Dropを選択します。

ロールの作成と管理の詳細については、edb_lk_asis_5を参照してください。
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7.10.2 グループの役割

グループロールは、システム権限（データベースの作成など）およびオブジェクト権限（特定のテーブル
へのデータの挿入など）を分配するために使用されるコンテナとして機能できます。グループロールのプ
ライマリ目的は、DBAにとってシステムとオブジェクトのパーミッションの一括管理をはるかに makeに
することです。多くの異なるログインアカウントにわたって個別に特権を割り当てたり変更したりするの
ではなく、単一のロールの特権を割り当てまたは変更してから、そのロールを一度に多くのログインロー
ルに付与できます。

グループロールを作成および管理するには、 Group Rolesノード（PEMツリーコントロールで登録され
ている各サーバーの名前の下にあります）を使用します。コンテキストメニューのオプションを使用する
と、新しいロールを作成したり、既存のロールのプロパティを変更したりできるダイアログにアクセスで
きます。ロール edb_lk_asis_6の作成に関する詳細情報を見つけることができます。

7.10.3 PEMの事前定義されたロールを使用して PEM機能へのアクセスを管理する

Login/Group Roleダイアログを使用して、制限された権限を持つロールが監査マネージャー、キャパシ
ティマネージャー、SQLプロファイラーなどの PEM機能にアクセスできるようにすることができます。
PEMの事前定義されたロールにより、PEM機能にアクセスできます。これらのロールのメンバーシップ
が割り当てられたロールは、関連する機能にアクセスできます。

図 10: Create Login Role - Membership tab

ユーザを定義するときは、 Membershipタブを使用して、新しいユーザがメンバであるロールを指定しま
す。新しいユーザは、メンバである各ロールに関連付けられた特権を共有します。ユーザが PEM拡張機能
にアクセスするには、ロールは pem_userロールと、機能へのアクセスを許可する事前定義されたロールの
メンバである必要があります。Rolesフィールドを使用して、ドロップダウンリストから事前定義された
ロール名を選択します。

[ SQL ]タブには、 Saveをクリックしたときにサーバーが実行 SQLコマンドが表示されます。
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図 11: Create Login Role - SQL tab

上記の例では、 Audit Managerにアクセスする acctg_clerk名前付けのログインロールを作成します。
ロールは、いつでもサーバーに無制限に接続でき make。

PEMの事前定義されたロールを使用して、以下の表にリストされている機能へのアクセスを許可できます。

Value Parent Role Description
pem_super_admin Postgres Enteprise Managerですべてを管理/設定す

る役割。
pem_admin pem_super_admin すべての可視エージェント/サーバー、および監視

対象オブジェクトの管理/管理/構成の役割。
pem_config pem_admin Postgres Enterprise Managerの構成管理の役割。
pem_component pem_admin すべてのウィザード/ダイアログベースのコンポー

ネントを実行/実行役割。
pem_rest_api pem_admin REST APIにアクセスするロール。
pem_server_service_manager pem_admin 監視対象データベースサーバのリスタート/リロー

ドを許可するロール（サーバー IDが指定されてい
る場合）。

pem_manage_schedule_task pem_admin スケジュールタスクを構成する役割。
pem_manage_alert pem_admin アラートとそのテンプレートを管理/構成するため

のロール。
pem_config_alert pem_config,

pem_manage_alert
監視対象オブジェクトのアラートを設定するため
のロール。

pem_manage_probe pem_admin カスタムプローブを作成、更新、削除し、カスタ
ムプローブ設定を変更する役割。

次のページに続く
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表 1 –前のページからの続き
Value Parent Role Description
pem_config_probe pem_config,

pem_manage_probe
可視されているすべての監視対象オブジェクトの
プローブ設定の役割（履歴保持、実行頻度、プロー
ブの有効化/無効化）。

pem_database_server_registrationpem_admin データベースサーバを登録するロール。
pem_comp_postgres_expert pem_component Postgres Expertを実行する役割。
pem_comp_auto_discovery pem_component データベースサーバダイアログの自動検出を実行

するロール。
pem_comp_log_analysis_expert pem_component ログ分析エキスパートを実行する役割。
pem_comp_sqlprofiler pem_component SQLプロファイラーを実行するロール。
pem_manage_efm pem_admin フェールオーバーマネージャーの機能を管理する

役割。
pem_comp_capacity_manager pem_component Capacity Managerを実行する役割。
pem_comp_log_manager pem_component Log Managerを実行するロール。
pem_comp_audit_manager pem_component 監査マネージャーを実行する役割。
pem_comp_tuning_wizard pem_component チューニングウィザードを実行するロール。

7.10.4 チームロールを使用する

PEMによるモニタリングのためにサーバーを登録するときに、サーバーに関連付けられる* Team *を指定
できます。チームは、1つ以上の監視対象サーバーへのアクセスを、ロールメンバの限定グループに許可ま
たは制限するために使用できるグループロールです。PEMクライアントは、指定されたチームを持つサー
バーのみを以下のユーザーに表示します。

-チームロールのメンバ -サーバーを作成したロール-PEMサーバーでのスーパーユーザ特権を持つロール。

チームロールを作成するには、PEMツリーコントロールでロールが存在するサーバーのノードを展開し、
Login/Group Rolesノードを右クリックしてコンテキストメニューにアクセスします。次に、Createメ
ニューから Login/Group Role…を選択します。Create - Login/Group Roleダイアログが開いたら、
提供されたフィールドを使用してチームロールのプロパティを指定します。

7.10.5 オブジェクト権限

データベースオブジェクトにアクセス、実行、または作成する前に、ロールに十分な特権を付与する必要
があります。PEMでは、PEMクライアントのグラフィカルインタフェースを使用して、グループロール
またはログインアカウントにオブジェクト権限を割り当て（GRANT）および削除（ REVOKE）できます。

オブジェクトの権限は、特定のオブジェクトごとにグラフィカルオブジェクトエディタを介して管理され
ます。例、データベーステーブルにアクセスする特権を割り当てるには、ツリーコントロールでテーブル
名前を右クリックし、コンテキストメニューから [プロパティ]オプションを選択します。[特権]タブに表
示されるオプションを使用して、テーブルに特権を割り当てます。

また、PEMクライアントには、 Grant Wizard（ Toolsメニューからアクセス）が含まれており、一度に
多くのオブジェクト権限を管理できます。
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7.11 ジョブ通知の管理
システムが生成しジョブ（スケジュールされたタスクの下にリストされている）またはカスタム定義のエー
ジェントジョブの成功または失敗時に SMTPトラップを送信するように PEMコンソールで設定を構成で
きます。これらのメール通知設定は、指定されたユーザグループにメール通知を送信するために、次の 3
つのレベルで（優先オーダーに）構成できます。

-職務レベル -エージェントレベル -PEMサーバーレベル（デフォルトレベル）

7.11.1 ジョブレベルでジョブ通知を設定する

次のいずれかの方法で、カスタム定義のエージェントジョブに対してのみ、ジョブレベルでメール通知設
定を構成できます。

-新しいエージェントジョブの場合、ジョブ自分自身の作成中に、Create-Agent Job ウィザードの [
Notification ] タブでメール通知設定を構成できます。-既存のカスタム定義ジョブの場合、ジョブの
プロパティを編集し、通知設定を構成できます。

図 12: Configure Job Notification - Job level

Notificationsタブのフィールドを使用して、ジョブレベルでメール通知設定を構成します。

• Send the notificationsフィールドを使用して、メール通知をいつ送信するかを指定します。
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• Email groupフィールドを使用して、メール通知を受信する電子メールグループを指定します。

7.11.2 エージェントレベルでジョブ通知を設定する

ツリービューでエージェントを選択し、右クリックして [プロパティ]を選択します。Propertiesダイア
ログで、ジョブ通知タブを選択します。

図 13: Configure Job Notification - Agent level

[ジョブ通知]タブのフィールドを使用して、エージェントレベルでメール通知設定を構成します。

• Override default configuration?スイッチを使用して、エージェントレベルのジョブ通知設定
でデフォルトのジョブ通知設定を上書きするかどうかを指定します。このスイッチで [はい]を選択
した場合、このダイアログの残りの設定を使用して、ジョブ通知をいつ誰に送信するかを定義できま
す。このダイアログの残りの設定は、Override default configuration?スイッチを有効にした
場合にのみ機能することにノートしてください。

• Email on job completion?スイッチを使用して、ジョブが正常に完了したときにジョブ通知を送
信するかどうかを指定します。

• Email on a job failure?スイッチを使用して、ジョブの失敗時にジョブ通知を送信するかどうか
を指定します。

• Email groupフィールドを使用して、ジョブ通知の送信先のメールグループを指定します。
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7.11.3 サーバーレベルでジョブ通知を設定する

サーバー構成ダイアログを使用して、PEMサーバーレベルでのメール通知構成に関する情報を提供できま
す。[サーバー構成]ダイアログを開くには、PEMクライアントの [管理]メニューから [サーバー構成…]を
選択します。

図 14: Configure Job Notification - Server level

4つのサーバー構成パラメーターは、PEMサーバーレベルでのジョブ通知設定に関する情報を指定します。

• job_failure_notificationスイッチを使用して、ジョブが失敗するたびにメール通知を送信する
かどうかを指定します。

• job_notification_email_groupパラメータを使用して、メール通知を受信する電子メールグルー
プを指定します。

• job_retention_time parameterを使用して、非定期的なスケジュール済みタスクをシステムに保
持する日数を指定します。

• job_status_change_notificationスイッチを使用して、失敗、成功、中断などのステータスに関
係なく、各ジョブステータスの変更後にメール通知を送信するかどうかを指定します。

7.12 PEMスケジュール済みジョブの管理
PEMスケジュールジョブを作成して、指定したシーケンスで一連のカスタム定義のステップを実行でき
ます。これらの手順には、エージェントにバインドされているサーバーで実行できる SQLコードまたは
バッチ/シェルスクリプトが含まれている場合があります。ビジネス要件に合わせてこれらのジョブをスケ
ジュールできます。例、特定のデータベースサーバのバックアップを取得するジョブを作成し、毎月特定
の日時に実行するようにスケジュールできます。

PEMスケジュールジョブを作成または管理するには、PEMツリーコントロールを使用して、ジョブを作
成する PEMエージェントを参照します。ツリーコントロールには [ジョブ]ノードが表示され、その下に
現在定義されているジョブが表示されます。新しいジョブを追加するには、Jobsノードを右クリックし、
コンテキストメニューから Create Job...を選択します。
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Create - Agent Jobダイアログが開いたら、Create - Agent Jobダイアログのタブを使用して、PEM
スケジュールジョブを makeステップとスケジュールを定義します。

図 15: Create Agent Job - General tab

Generalタブのフィールドを使用して、ジョブに関する一般情報を提供します。

• Nameフィールドにジョブの名前を入力します。

• Enabledスイッチを Yesの位置に移動してジョブを有効にするか、Noをジョブを無効にします。

• Commentフィールドを使用して、ジョブに関するメモを保存します。

Stepsタブを使用して、ジョブが実行するステップを定義および管理します。 Addアイコン（+）をクリッ
クして、新しいステップを追加します。次に、ヘッダーの左側にある作成アイコンをクリックして、ステッ
プ定義ダイアログを開きます。

ステップ定義ダイアログのフィールドを使用して、ステップを定義します。

• Nameフィールドにステップの名前を入力します。ステップは名前の英数字オーダーに実行されるこ
とにノートしてください。

• Enabledスイッチを使用して、ジョブの実行時にステップを含める（True）か、ステップを無効に
します（ False）。

• Kindスイッチを使用して、ジョブステップが SQLコード（ SQL）を呼び出すか、バッチスクリプト
（ Batch）を呼び出すかを示します。

• SQLを選択した場合は、 Codeタブを使用して、ステップの SQLコードを提供します。 - Batchを選
択した場合、 Codeタブを使用して、ステップ中に実行されるバッチスクリプトを提供します。
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図 16: Create Agent Job - Steps tab

• On errorドロップダウンを使用して、ステップの実行中にエラーが発生した場合の pgAgentの動作
を指定します。以下から選択してください：

-失敗-このステップの処理中にエラーが発生した場合、ジョブを停止します。-成功-ステップを正常に完了
したとしてマークし、続行します。-無視-エラーを無視して続行します。

• Kindスイッチの入力として SQLを選択した場合、以下の追加情報を提供します。

• Serverフィールドを使用して、PEMスケジュールジョブを作成するエージェントにバインドされて
いるサーバーを指定します。- Databaseフィールドを使用して、選択したサーバーに関連付けられ
ているデータベースを指定します。

• Commentフィールドを使用して、ステップに関するコメントを入力します。

-ステップ定義ダイアログの Code タブの状況依存フィールドを使用して、ステップ中に実行される SQL
コードまたはバッチスクリプトを提供します。

-ステップが SQLコードを呼び出す場合、 SQL queryフィールドに 1つ以上の SQLステートメントを指
定します。

-ステップがバッチスクリプトを呼び出す場合、Codeフィールドにスクリプトを提供します。Windowsサー
バーで実行している場合は、標準のバッチファイル構文を使用する必要があります。Linuxサーバーで実
行する場合、最初の行に適切なインタプリタが指定されていれば（たとえば、##！/ bin / sh *）、任意のシェ
ルスクリプトを使用できます。定義済みのインラインコードとともに、ファイルシステム上のバッチスク
リプト、シェルスクリプト、または SQLファイルのパスを指定することもできます。
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図 17: Create Agent Job - Steps tab - General tab
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図 18: Create Agent Job - Steps tab - Code tab
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-Linuxシステムでスクリプトを呼び出すには、 agent.cfgファイルの batch_script_userパラメータの
エントリーを変更し、スクリプトの実行に使用するユーザを指定する必要があります。このパラメータに
は、非ルートユーザまたはルートを指定できます。ユーザが存在しない場合、スクリプトは実行されませ
ん。ファイルを変更した後、エージェントを再起動します。

Windowsシステムでスクリプトを呼び出すには、 AllowBatchJobStepsのレジストリエントリーを true
に設定し、PEMエージェントをリスタートします。 PEMレジストリエントリは HKEY_LOCAL_MACHINE\
Software\Wow6432Node\EnterpriseDB\PEM\agentにあります。

ステップに必要なすべての情報を入力したら、 Saveボタンをクリックして、ステップ定義ダイアログを
保存して閉じます。

追加アイコン（+）をクリックして各ステップを追加するか、[ Schedules ]タブを選択してジョブスケジュー
ルを定義します。

追加アイコン（+）をクリックして、ジョブのスケジュールを追加します。次に、ヘッダーの左側にある作
成アイコンをクリックして、スケジュール定義ダイアログを開きます。

図 19: Create Agent Job - Schedules tab - General tab

Schedules definitionタブのフィールドを使用して、ジョブを実行日時を指定します。

• Nameフィールドにスケジュールの名前を入力します。

• Enabledスイッチを使用して、pgAgentがスケジュール（ Yes）を使用することを示すか、スケジュー
ルを無効にする（ No）します。
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• Startフィールドのカレンダーセレクタを使用して、スケジュールの開始日時を指定します。

• Endフィールドのカレンダーセレクタを使用して、スケジュールの終了日時を指定します。

• Commentフィールドを使用して、スケジュールに関するコメントを入力します。

Repeatタブを選択して、スケジュールを実行日を定義します。

図 20: Create Agent Job - Schedules tab - Repeat tab

Repeatタブのフィールドを使用して、cronスタイルフォーマットでスケジュールに関する詳細を指定しま
す。ジョブは、Repeatタブで選択された各日付または時刻要素で実行されます。

フィールド内をクリックして、そのフィールドの有効な値のリストを開きます。特定の値をクリックして、
その値をフィールドで選択した値のリストに追加します。フィールドから値をクリアするには、フィール
ドの右側にある Xをクリックします。

• Daysボックス内のフィールドを使用して、ジョブを実行日を指定します。

• Week Daysフィールドを使用して、ジョブを実行日を選択します。

• Month Daysフィールドを使用して、ジョブを実行日数を選択します。Last Dayを指定して、日付
に関係なく、ジョブが月の最後の日に実行されることを示します。

• Monthsフィールドを使用して、ジョブを実行月を選択します。

• Timesボックス内のフィールドを使用して、ジョブを実行時間を指定します。
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• Hoursフィールドを使用して、ジョブを実行時間を選択します。

• Minutesフィールドを使用して、ジョブを実行分を選択します。

Exceptionsタブを選択して、スケジュールが notを実行日を指定します。

図 21: Create Agent Job - Schedules tab - Exceptions tab

Exceptionsタブのフィールドを使用して、ジョブを実行しない日を指定します。例、国民の祝日にジョ
ブを実行しないようにすることができます。

[追加]アイコン（+）をクリックして、例外テーブルに行を追加してから、次の操作を行います。

• Date列内をクリックしてカレンダーセレクターを開き、ジョブが実行されない日付を選択します。
Date列に <Any>を指定して、選択した時刻のどの日にもジョブを実行しないことを示します。

• Time列内をクリックして時間セレクターを開き、ジョブが実行されない時間を指定します。Time列
に <Any>を指定して、選択した日のどの時点でもジョブを実行しないことを示します。

Notificationsタブを選択して、ジョブレベルでメール通知設定を構成します。

Notificationsタブのフィールドを使用して、ジョブのメール通知設定を構成します。

• Send the notificationsフィールドを使用して、メール通知をいつ送信するかを指定します。

• Email groupフィールドを使用して、メール通知を受信する電子メールグループを指定します。
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図 22: Create Agent Job - Notifications tab
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スケジュールの定義が終了したら、 SQLタブを使用して、ジョブを作成または変更するコードを確認でき
ます。

図 23: Create Agent Job - SQL tab

Saveボタンをクリックしてジョブ定義を保存するか、 Cancelをクリックして保存せずにジョブを終了し
ます。 Resetボタンを使用して、ダイアログから未保存のエントリを削除します。

ジョブは、それが定義されたサーバーの PEMツリーコントロールの Jobsノードの下にリストされます。
PEMコンソールの [ Properties ]タブには、選択したジョブの概要が表示され、[統計]タブにはジョブの
各実行の詳細が表示されます。既存のジョブを変更するか、ジョブに関する詳細情報を確認するには、ジョ
ブ名前を右クリックして、コンテキストメニューから Propertiesを選択します。
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第8章 Managing a PEM agent

以下のセクションでは、PEMエージェントの動作と管理に関する情報を提供します。

8.1 エージェント権限
デフォルトでは、PEMエージェントはオペレーティングシステムホストの root特権とデータベースサー
バのスーパーユーザ特権でインストールされます。これらの権限により、PEMエージェントは、システム
の使用状況について監視対象ホストおよびデータベースサーバで無制限のプローブを呼び出し、情報を取
得して PEMサーバーに返すことができます。

PEMエージェントの権限が低下すると、PEM機能が低下することにノートしてください。完全な機能を実
現するには、PEMエージェントを rootとして実行する必要があります。PEMエージェントがデータベー
スサーバーのサービスアカウントで実行されている場合、PEMプローブはレポートの生成に使用される統
計情報に完全にアクセスできず、機能はそのアカウントの機能に制限されます。PEMエージェントが別の
より低い特権のアカウントで実行される場合、機能はさらに制限されます。

PEMエージェントのオペレーティングシステム権限を制限すると、一部の PEMプローブは情報を結果ず、
次の機能が影響を受ける可能性があります。

Probe or Action Operating Sys-
tem

PEM Functionality Affected

Data And Logfile Analysis Linux/ Windows Postgres Expert は完全な情報にアクセスできませ
ん。

Session Information Linux プロセスごとの統計は不完全です。
PG HBA Linux/ Windows Postgres Expert は完全な情報にアクセスできませ

ん。
Service restart functionality Linux/ Windows 監査ログマネージャー、サーバーログマネージャー

ログ分析エキスパート、および PEMは、要求され
た変更を適用できない場合があります。

Package Deployment Linux/ Windows PEMはダウンロードしたインストールモジュール
を実行できません。

Batch Task Windows PEMは、 Windowsでスケジュールされたバッチ
ジョブを実行できません。

Collect data from server (root
access required)

Linux/ Windows スワップ使用率、CPU使用率、IO読み取り、IO書
き込みなどの列は、セッションアクティビティダッ
シュボードに 0として表示されます。
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注釈: 上記のリストは包括的なものではありませんが、制限される機能の種類の概要を提供する必要があ
ります。

PEMエージェントのデータベース特権を制限すると、次の PEM機能が影響を受ける可能性があります。

Probe Operating Sys-
tem

PEM Functionality Affected

Audit Log Collection Linux/Windows PEMは PEMデータベースから空のデータを受け
取ります。

Server Log Collection Linux/Windows PEMはサーバーログ情報を収集できません。
Database Statistics Linux/Windows データベース/サーバー分析ダッシュボードには、

不完全な情報が含まれます。
Session Waits/System Waits Linux/Windows セッション/システム待機ダッシュボードには、不

完全な情報が含まれます。
Locks Information Linux/Windows データベース/サーバー分析ダッシュボードには、

不完全な情報が含まれます。
Streaming Replication Linux/Windows ストリーミングレプリケーションダッシュボード

には情報は表示されません。
Slony Replication Linux/Windows データベース分析ダッシュボードの Slony関連の

チャートには情報が表示されません。
Tablespace Size Linux/Windows サーバー分析ダッシュボードには完全な情報は表

示されません。
xDB Replication Linux/Windows PEMは xDBアラートとトラップを送信できませ

ん。

プローブが不十分な権限でオペレーティングシステムを照会している場合、プローブは permission denied
エラーを結果場合があります。

プローブが不十分な権限でデータベースを照会している場合、プローブは permission deniedエラーを
結果か、返されたデータを空の値として PEMチャートまたはグラフに表示する場合があります。

プローブが失敗すると、プローブの名前、プローブが失敗した理由、および問題の解決にヘルプヒントを
含むエントリーがログファイルに書き込まれます。

Probe Logダッシュボードでサーバーで発生したプローブ関連のエラーをビューしたり、PEMワーカーロ
グファイルでエラーメッセージを確認したりできます。Linuxでは、ログファイルのデフォルトの場所は
次のとおりです。

/var/log/pem/worker.log

Windows、ログ情報は Event Viewerで利用可能です。
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8.2 エージェントの構成
多数のユーザー設定可能なパラメーターとレジストリエントリが、PEMエージェントの動作を制御します。
一部の PEM機能を有効にするには、PEMエージェントのパラメータ設定を変更する必要がある場合があ
ります。PEMエージェント構成ファイルの値を変更した後、変更を適用するには PEMエージェントをリ
スタートする必要があります。

PEM_MAXCONNパラメータを例外、PEM機能を有効にするために変更が必要な場合を除き、EDBサポート
の専門家に相談することなく、以下にリストされている構成パラメーターまたはレジストリエントリを変
更しないことを強くお勧めします。

Linuxシステムでは、PEM構成オプションは /usr/edb/pem/agent/etcにある agent.cfgファイルに保
存されます。 agent.cfgファイルには、次のエントリが含まれています。

Parameter Name Description Default Value
pem_host PEMサーバーの IPアドレスまたはホスト名。 127.0.0.1.
pem_port エージェントが PEMサーバーと通信するために接続す

るデータベースサーバポート。
Port 5432.

pem_agent PEMエージェントに割り当てられた一意の識別子。 The first agent is '1',
the second agent is '2',
and so on.

agent_ssl_key PEMエージェントのキーファイルへの完全なパス。 /root/.pem/agent.key
agent_ssl_crt PEMエージェントの証明書ファイルへの完全なパス。 /root/.pem/agent.crt
agent_flag_dir HAサポートに使用されます。別のサーバーのモニタリ

ングを引き継ぐための要求をチェックするディレクトリ
パスを指定します。要求は、指定されたフラグディレク
トリ内のファイルのフォームで行われます。

Not set by default.

log_level ログレベルは、PEMログファイルに書き込まれるイベン
トのタイプを指定します。

warning

log_location PEMワーカーログファイルの場所を指定します。 127.0.0.1.
agent_log_location PEMエージェントログファイルの場所を指定します。 /var/log/pem/agent.log
long_wait 最初の接続試行が失敗した場合に、PEMエージェント

が PEMサーバーへの接続を試行する前に待機する最大
長さ（秒）。

30 seconds

short_wait PEMエージェントがキュー内の次のプローブ（実行待
ち）をチェックする前に待機する最小長さ（秒単位）。

10 seconds

alert_threads エージェントによって生成されるアラートスレッドの数。 Set to 1 for the agent
that resides on the
host of the PEM
server; 0 for all other
agents.

enable_smtp マルチプルの PEMエージェント（7.13以下）に対して
trueに設定すると、より多くの重複した電子メールを送
信する場合があります。一方、PEMエージェント（7.14
以降）の場合、重複する電子メールの送信回数が少なく
なる場合があります。

true for PEM server
host; false for all oth-
ers.

次のページに続く
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表 3 –前のページからの続き
Parameter Name Description Default Value
enable_snmp マルチプルの PEMエージェント（7.13以下）に対して

trueに設定すると、より多くの重複トラップが送信され
る場合があります。一方、PEMエージェント（7.14以
降）の場合は、より少ない重複トラップを送信する場合
があります。

true for PEM server
host; false for all oth-
ers.

enable_nagios trueに設定すると、Nagiosアラートが有効になります。 true for PEM server
host; false for all oth-
ers.

enable_webhook trueに設定すると、Webhookアラートが有効になります。 true for PEM server
host; false for all oth-
ers.

max_webhook_retries 失敗時に pemAgentがwebhookの呼び出しをリトライす
る最大回数を設定します。

Default 3.

connect_timeout エージェントが接続を待機する最大秒数（ 10進数整数
文字列）。

Not set by default; set
to 0 to indicate the
agent should wait in-
definitely.

allow_server_restart 真に設定されている場合、エージェントは監視するデー
タベースサーバをリスタートできます。このパラメータ
の値に応じて、一部の PEM機能を有効/無効にすること
ができます。

False

max_connections 接続スロットルで使用されるプローブ接続の最大数。 0 (an unlimited num-
ber)

connection_lifetime ConnectionLifetime（または connection_lifetime）を使用
して、開いているがアイドル状態の接続が保持される最
小秒数を指定します。 MaxConnectionsで指定された値
に達し、待機中の要求を満たすために（異なるデータベー
スへの）新しい接続が必要な場合、このパラメータは無
視されます。

By default, set to 0 (a
connection is dropped
when the connection
is idle after the agent's
processing loop).

allow_batch_probes 真に設定すると、ユーザはカスタムプローブ機能を使用
してバッチプローブを作成できます。

false

heartbeat_connection 真に設定すると、ハートビートの送信に専用接続が使用
されます。

false

batch_script_dir スクリプトファイル（アラート用）が保存されるパスを
指定します。

/tmp

connec-
tion_custom_setup

監視対象サーバーとの新しい接続が確立されたときに呼
び出される SQLコードを提供するために使用します。

Not set by default.

ca_file CA証明書が存在するパスを指定します。 Not set by default.
batch_script_user バッチ/シェルスクリプトの実行に使用するユーザの名前

を指定します。
None

webhook_ssl_key webhookの SSLクライアントキーファイルへの完全なパ
ス。

次のページに続く
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表 3 –前のページからの続き
Parameter Name Description Default Value
webhook_ssl_crt webhookの SSLクライアント証明書ファイルへの完全な

パス。
webhook_ssl_crl webhookサーバー証明書を検証するための CRLファイ

ルの完全なパス。
webhook_ssl_ca_crt webhookの SSL ca証明書ファイルへの完全なパス。
al-
low_insecure_webhooks

trueに設定されている場合、webhookが安全でないフラ
グで呼び出すことを許可します。

false

64ビットWindowsシステムでは、PEMレジストリエントリは次の場所にあります。

HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Wow6432Node\EnterpriseDB\PEM\agent

レジストリには次のエントリが含まれます。

Parameter Name Description Default Value
PEM_HOST PEMサーバーの IPアドレスまたはホスト名。 127.0.0.1.
PEM_PORT エージェントが PEMサーバーと通信するために接続す

るデータベースサーバポート。
Port 5432.

AgentID PEMエージェントに割り当てられた一意の識別子。 The first agent is '1',
the second agent is '2',
and so on.

AgentKeyPath PEMエージェントのキーファイルへの完全なパス。 %APP-
DATA%\Roaming\pem\
agent.key.

AgentCrtPath PEMエージェントの証明書ファイルへの完全なパス。 %APP-
DATA%\Roaming\pem\
agent.crt

AgentFlagDir HAサポートに使用されます。別のサーバーのモニタリ
ングを引き継ぐための要求をチェックするディレクトリ
パスを指定します。要求は、指定されたフラグディレク
トリ内のファイルのフォームで行われます。

Not set by default.

LogLevel ログレベルは、PEMログファイルに書き込まれるイベン
トのタイプを指定します。

warning

LongWait 最初の接続試行が失敗した場合に、PEMエージェント
が PEMサーバーへの接続を試行する前に待機する最大
長さ（秒）。

30 seconds

shortWait PEMエージェントがキュー内の次のプローブ（実行待
ち）をチェックする前に待機する最小長さ（秒単位）。

10 seconds

AlertThreads エージェントによって生成されるアラートスレッドの数。 Set to 1 for the agent
that resides on the
host of the PEM
server; 0 for all other
agents.
次のページに続く
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表 4 –前のページからの続き
Parameter Name Description Default Value
EnableSMTP trueに設定すると、SMTPメール機能が有効になります。 true for PEM server

host; false for all oth-
ers.

EnableSNMP trueに設定すると、SNMPトラップ機能が有効になりま
す。

true for PEM server
host; false for all oth-
ers.

EnableWebhook trueに設定すると、Webhookアラートが有効になります。 true for PEM server
host; false for all oth-
ers.

MaxWebhookRetries 失敗時に pemAgentがwebhookの呼び出しをリトライす
る最大回数を設定します。

Default 3.

ConnectTimeout エージェントが接続を待機する最大秒数（ 10進数整数
文字列）。

Not set by default; if
set to 0, the agent will
wait indefinitely.

AllowServerRestart 真に設定されている場合、エージェントは監視するデー
タベースサーバをリスタートできます。このパラメータ
の値に応じて、一部の PEM機能を有効/無効にすること
ができます。

true

MaxConnections 接続スロットルで使用されるプローブ接続の最大数。 0 (an unlimited num-
ber)

ConnectionLifetime ConnectionLifetime（または connection_lifetime）を使用
して、開いているがアイドル状態の接続が保持される最
小秒数を指定します。 MaxConnectionsで指定された値
に達し、待機中の要求を満たすために（異なるデータベー
スへの）新しい接続が必要な場合、このパラメータは無
視されます。

By default, set to 0 (a
connection is dropped
when the connection
is idle after the agent's
processing loop).

AllowBatchProbes 真に設定すると、ユーザはカスタムプローブ機能を使用
してバッチプローブを作成できます。

false

HeartbeatConnection 真に設定すると、ハートビートの送信に専用接続が使用
されます。

false

BatchScriptDir スクリプトファイル（アラート用）が保存されるパスを
指定します。

/tmp

ConnectionCustom-
Setup

監視対象サーバーとの新しい接続が確立されたときに呼
び出される SQLコードを提供するために使用します。

Not set by default.

ca_file CA証明書が存在するパスを指定します。 Not set by default.
AllowBatchJobSteps trueに設定すると、バッチ/シェルスクリプトは管理ユー

ザアカウントを使用して実行されます。
None

WebhookSSLKey webhookの SSLクライアントキーファイルへの完全なパ
ス。

WebhookSSLCrt webhookの SSLクライアント証明書ファイルへの完全な
パス。

WebhookSSLCrl webhookサーバー証明書を検証するための CRLファイ
ルの完全なパス。

次のページに続く

80 第 8章 Managing a PEM agent



PEM Administrator's Guide,リリース 8.4.0

表 4 –前のページからの続き
Parameter Name Description Default Value
WebhookSSLCaCrt webhookの SSL ca証明書ファイルへの完全なパス。
AllowInsecureWeb-
hooks

trueに設定されている場合、webhookが安全でないフラ
グで呼び出すことを許可します。

false

8.3 エージェントのプロパティ
PEMエージェント Propertiesダイアログは、ダイアログが開かれた PEMエージェントに関する情報を
提供します。ダイアログを開くには、PEMクライアントツリーコントロールでエージェント名前を右ク
リックし、コンテキストメニューから Propertiesを選択します。

図 1: PEM Agent Properties dialog - General tab

PEMエージェント Propertiesダイアログのフィールドを使用して、PEMエージェントに関する情報を
確認または変更します。

• Descriptionフィールドには、PEMエージェントの変更可能な説明が表示されます。この説明は、
PEMクライアントのツリーコントロールに表示されます。

-グループを使用して、PEMクライアントツリーコントロールでサーバーとエージェントを整理できます。
Groupドロップダウンリストボックスを使用して、エージェントが表示されるグループを選択します。

• Teamフィールドを使用して、エージェントによって監視されているサーバーにアクセスできるグルー
プロールの名前を指定します。このエージェントによって監視されているサーバーは、接続されチー
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ムメンバーの PEMクライアントツリーコントロールに表示されます。これは便利な機能であること
にノートしてください。[チーム]フィールドは真の分離を提供しないため、セキュリティの目的で使
用しないでください。

• Heartbeat intervalフィールドには、PEMエージェントから PEMサーバーへのレポート間で経
過する時間の長さが表示されます。インターバルを変更するには、Minutesまたは Secondsフィー
ルドの横にあるセレクターを使用します。

図 2: PEM Agent Properties dialog - Job Notifications tab

Job Notificationsタブのフィールドを使用して、エージェントレベルでメール通知設定を構成します。

• Override default configuration?スイッチを使用して、エージェントレベルのジョブ通知設定
でデフォルトのジョブ通知設定を上書きするかどうかを指定します。このスイッチに Yesを選択し
た場合、このダイアログの残りの設定を使用して、ジョブ通知を送信するタイミングと宛先を定義
できます。このダイアログの残りの設定は、Override default configuration?スイッチを有効
にした場合にのみ機能することにノートしてください。 - Email on job completion?スイッチを
使用して、ジョブが正常に完了したときにジョブ通知を送信するかどうかを指定します。- Email on
a job failure?スイッチを使用して、ジョブの失敗時にジョブ通知を送信するかどうかを指定しま
す。- Email groupフィールドを使用して、ジョブ通知の送信先のメールグループを指定します。

Agent Configurationsタブには、エージェントの現在の構成と機能がすべて表示されます。

• Parameter列には、パラメーターのリストが表示されます。 - Value列には、対応するパラメータ
の現在の値が表示されます。 - Category列には、対応するパラメータのカテゴリが表示されます。
configurationまたは capabilityのいずれかです。
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図 3: PEM Agent Properties dialog - Agent Configurations tab
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